三請雨の習俗

旱魆に關る事どもを考察した機食に一應言及ペ事は、上代漢民族が、旱魋なる災厄仁遭遇した際に、これに對して如何なる方策を以つてこれを除去しようとしたかといふ間題である。

「周䌡」の春官、司巫の條には、「司巫掌三巫之政令、若國大旱、則帥巫而舞雩」とあり、女巫の條などに

も「旱暵則舞雩」とある。かくの如きは、後世多く陰陽思想などで設明されてねるが、か、る際の舞楽の原義は何れも名宗的意養の豊かなものに相違ない。そして、かやうな意養のものから轉じた記載は支那の古典籍の上に往々現はれてねるところで、今一々それを引證するの要はないが、その最も著明なる一つは、かの董仲舒の『春秋繁露』卷十六、求雨の文章である。卽ち、モの要點を摘記ナると、春季は共工を神とし、

以甲乙日為大蒼龍一長八丈、居中央為三小龍七、各長四丈、於東方皆東向、其間相去八尺、小童八人、皆齋三日、服青衣而舞之、田啬夫亦齋三日、服青衣而立之、諸里社通之於閭外之溝、取五蝦蟇、錯置社中、池方八尺、深二尺置水蝦蟇焉、具清酒膊脯、祀齋三日、取蒼衣，拜跪陳祀如初、なる儀式を行ひ、夏季は蚩尤を神とし、以丙丁日、為大赤龍一、長七丈、居中央、又為小龍六、長各三丈五尺、於南方皆南鄉、共間相去七尺。

壯者七人、皆齋三日、服赤衣而舞之、司空啬夫、亦齋三日、服赤衣而立之、錾而通之、閭外之溝、取五蝦蟇、錯置里社之中、池方七尺、深一尺、酒膊祝齋衣赤衣、拜跪、陳祝如初、とあり、特に中央は后稷を神とし、以戊巳日、為大黃龍一、長五丈、居中央、又為小龍五、各長二丈五尺、於南方皆南鄉、其聞相去五尺、丈夫五人齋三日、服黃衣而舞之、五人亦齋三日、服黃衣而立之、亦通社祠中著於五閭外溝、取蝦蟇、池方五尺、深一尺、他皆如前、と記されて居り、秋季は太是を神とし、以庚辛日、為大白龍一、長九丈、居中央、為小龍八、各長四丈五尺、於西方、皆西向、其間相去九尺、鳏者九人皆齋三日、服白衣而舞之、司馬亦齋三日、衣白衣而立之、蝦蟇池方九尺，深一尺、他皆如前、とあり、冬季仕玄冥を神とし。

以壬癸日、為大黑龍一、長六丈、居中央、為小龍五、各長三丈、於北方皆北鄉、其間相去六尺、老者六人皆齋三日、衣黑衣而舞之、尉亦齋三日、服黑衣而立之，蝦蟇池如春、とある。この事については、昨年春白烏清學士が「東洋學報」誌上に「龍の形熊に就いで」と題する精細な高見を發表されて、上代支那に於いて請雨の儀式に土龍を作製するの意義を考察されたのであるが、龍の由來が何に

南るにせ上、龍は古來既に「龍水物也」（『左傅』昭公二十九年）、「神龍失水而陸居兮，為蝶蟻之所我、」（『楚

群』惜誓）、「蛟龍水居、虎豹山處、天地之性也」（『淮南子』原道訓）、「蛟龍得水神可立」「蛟龍水蟲之神者也、

乗於水則神立、失於水、則神廢」（『管子』形勢篇）などとあるやうに水と不可分なる関係あるものとせられてあたのであるから、『春秋繁露』求雨の以上の例は、『淮南子』塗形訓の「土龍致雨」や「後漢書』禮儀志、請雨の「行雩體求雨、閉諸陽衣皂、興土龍」と共に雨を得るための homooopathie magioの資料とされた事が知られる。中世にあつても漢代の古のやうな習俗が行はれた事は、『宋書』五行志、早の條に。

晉穆帝、永和元年五月旱、有司奏、依董仲舒術徙市、開水門、遣謁者祭太社、とあつて、早に當り、董仲舒術に依るとあるのは、上に説いた乞雨の行事を指したに相違ないから、龍形を作り雨降る事を祈願したものであらう。加之『冊府元亀』（帝王部一四四、弭災第二）の唐粛宗の世の「乾元元年五月己亥亢旱、陰陽人李奉先、自大明宮出金龍及紙錢、太常音樂迎之、送於曲江池投龍祈雨、宰相及體官並於池所」行、祭體名山大川而祈雨」とある記事を以つても察するに難くないであらうし、『新唐事」（番一百四十五）黎幹傅の中に「大曆八年復召為京兆尹、時大旱、幹造土龍、自興巫覡對舞、彌月不」應、（中略）使毁土龍帝減膳節」用、旣而䨙雨」とある如きもまた同様な習俗の存した事を示すものでもる。而して、余は嘗て昭和三年十月、「東洋學報」誌上に「龍の由来について」と題する小考をものとして、その由来watar-apout(Wasgerhose）なる自然現象にありとの鄙見を提示したのであるが、長友白島學士は最近上說の論文及び「祭龍氏御龍氏に就いての臆說」に於いて、龍なるものは、天の精霻もしくはそのsymbolなるの高見を発表されて、斯学に志ある者を啓發されるところが尠くなかつた。依つて余もまた前說を改め、聊かこの間題に綜合的所見を加へて更に叱正を乞ふつもりであるが、それは兎も角として龍の由来が何れにあるにせよ、古来託に業に旱魃に際してその形を作製して雨を請ふ習俗の存した事、及びそれが民聞的習俗に起原することも明かであらう。そしてその習俗の遣風が今日にまで存することは白島学士が『中華全國風俗志』中、天津地方の用黃紙書大雨時行四大字懸之、亦有書大雨如注、或大雨傾盆、或降大雨者、別有兒童等用長。

木板一條、塑泥龍於上、以蚪殼為龍鳞黏其上、扛之向街中遊行、や、安徽地方の火龍係用稻藁」焚成、身長約丈餘、有頭尾、有一爪、遊時十數人用竹竿撑之、遊行各村、などの例を以つて説明して居られるが、西人の紀行などに散見するやうに、かくの如き風習は各地方に今日もなほ早魅に際して行はれるところである。

次に考察を試みたいと思ふのは、劉向の「說苑』辨物篇にある。

齊大旱之時、景公召群臣間曰、天不雨久矣、民且有饑色、吾使人卜之、崇在高山廣水、寡人欲少賦飲以祠靈山可乎、群臣莫對、晏于進曰不可、祠此無㿽、景公曰不然、吾欲祠河伯、可乎、晏子曰」可不雨、髮将焦、身將熱、彼獨不欲、雨乎、祠之無签、景公曰不然、吾欲祠河伯、可乎、晏子曰」夫河伯以、水為、國以魚龟為，民、天久不雨、水泉將下、百川端、國將亡、民將滅矣、彼

獨不，用”雨乎、祠」之何签、景公曰、今為之奈何、晏子曰君皱避宮殿暴，與山河伯共憂、其字而

雨乎、於」是景公出，野、暴露三日、天果大雨、民盛得秋樹景公日善哉、晏于之言可二無用乎、其惟有德

上あるものであるが、の全文の還旨の中に天人相關の理脫の分子を合んでねる事は今夏いぶまでもないし、

また前に言及した旱勉を山川の崇りとする思想を窺ひ知られる。併し、とゝでは早勉に際して天チが「出野暴

話」と南る事に注意してみると、とれには一層原始的習俗の反映がもるのではないかと考へられるのである。然

も、この事賞を『新序』卷二には梁君が出像して白雁の群がるを見、車を下つて弓を以つてとれを射ょうとした

時、道を行く者があつたので業君はその行くのを止めさせようとしたが、行者が止らぬので白雁の群れてカたの

が駿いて飛んだ。モとで、梁君は怒つて行者を射ょうとしたのを公孫襲の陳止し九言葉に例を引い九とろに、

「青著景公之時，天大年三年、卜之目、必以人神亦、景会下，堂首曰、凡吾所以求雨者、為音民也、

今必使吾以」人嗣い乃且雨、寡人將自當。之、言未，卒而天大雨，方千里者何也、為有二德於天而惠。於民也」

とあつで、こゝに「以人洞乃用」とあるのが注意される。「出野条」ど「以」人調」とはこの場合同一の事寶

老別の首葉で表現したものに過ぎたいのであらうか、或はその間に何等か思想の展開が港んでカるのであらうか。

とれは軍に說話の展開として興味があるばかりでなく、聊か重大な意鶴を有ナるものではないかとも考へちれる。

無論、横會ある毎に余が力設しでねるやうに、上代支那の此の禮の思想はその原形を示ナ養料が至つて乏しいの第1页

み在らず、早くから既に禮★た思想の洞色を經てわて，我。が間隱を完明ナる際の養料の檢出に至植困難之感

るのであるから、余は輕々に論斷之慎むものではあるが、然も臣『後漢書』卷百十一、獨行列傅中の戴封傅に

封為三西華令（中略）其年大旱、封於暗無，玃、乃積」薪坐其上以自焚，大起而大雨暴至，於。是遠近歡服、

の如言事例の存する事を考へると、支那の上代にあつて、大早に遭つて庶民の苦しむ際に human aaoriice k

人国

「後漢警』の獨行列傳、諒輔傳に

涼輔字漢儒、廣漢新都人也、仕，郡為五官操、時夏大旱、太守自新之山川日而無所，降，輔乃自参二庭

中慷慨咒曰、輔為眩不能進諫納，忠薦賢退惡和調念陽承。順天意至天地否隔萬物焦枯百姓

啊啊，無」所三訴告、咎靈在，輔、今那太守改，服責己、為，民所隔、精誠恐到、未，有二恣徹、翰今敢自祈讀，

若至二日中不」雨，乞以身塞無狀，於是，積二薪柴美茅、以自，撰三大其旁將自焚焉、未及目中

時而天雲晦合、須臾澎雨、一那沾潤、世以，此稱其志酿

といふ話があることによつでる推されるであらう。乙れはなほ未だ自して一身を横性に供ナるに至らなかつた

まででもつて、大旱にして人カの能く如何とも為し得たい時に、施ナに衛たく人間を機牲とする習俗の存した事

を推知する史料として十分の慣值もるものと考ヘて不可ないでも6う。然も、この配述の基礎には、大旱の際に

大ゃht色排もemagleお能石はつれGhAせ。不
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EKO

みに史料について論ずるならば、『搜神紀』卷十三に「类東之口有类山若天旱以」火」山、卽至大雨今徃有

職」とある如きも、恐らく、天の早なるに際して大を以つてした目agi. の攘陈を示才るので5う。见角、

上代の支那に大早に際して人間を性とする習俗が存したのではたからうかとの推測に大たる通が無いとするた

5ば、次に考康せ5れた事は、『吕氏謇秋』卷九、順民篱忙

普者湯克夏而正三天下天大旱五年不」收、湯乃以」身籍二於桑林日余一人有」罪、無」及三萬夫萬夫有」、

在余一人無以一人之不敏使：上帝鬼神傷 民之命於是剪其變其手以身為三性用新三福

於上帝民乃甚脫、雨乃大至、

七方るの、同一の事實を『搜神配』卷八忆

湯既克」夏、大旱七年、洛川竭、湯乃以」身精桑林翦其爪美自以為牲新三膈于上帝、於」是大雨卽至、

洽手四海

と民しでもる事でちる。卽ち、殷の湯王が雨を桑林に籍つたといふ事は、古配錄中に往々散見ナるととろでもる

水、れ仗爪や美を機性として新るので、それを所覇身代りとするのでもつで、かレる業砕な史料からたとちに

新定を下すととは慣主ねばならぬが、ほゞ前に考へた人間體性の習俗が韓化したものとせられるでもらう。然も、

「以身膳桑林」ともつて、こAにまた上に秦げた「以人胴」といふ文字の用例をる併世考点ベき南る。かう考

ヘて来ると、無論史料が著るしく缺けてねる量の事であり、明確には云ひ難いが、おぼろげ在がち、支那の上代第1页

に人間慢牲の習俗が存して，毛れに代へて、爪用たり、野に暴露したりする風習が超り來つた經路が推知

岂れたやうに思はれ、特に此の點をこの小考を公にするに営つて世の業者の指正に興りたいと考へるのである。

社店公歴ら感約いとんれべく知締な、111万ラ出た2.定く、胸、博式G線つやちゃ［会容

卷八、葛元の條に

（吳大帝）見道間人民請。雨、帝曰百姓請，雨，安可」得乎、元曰易，得耳、卽便書符、著肚中一皆之間天

地廉其、大雨流注中庭平地水尺餘、

とあるのや、梁、任昉の『述異記』卷下

開中有三金魚神周平二年十旬不雨、遣，祭天神」俄而生三湧泉金魚羅出而降、

とあるものたどは、モれが一般的習俗の反映で在いとしてる、そとに何等ふの事實を潜め、意味を宿してゐるに

相遠ないが、鼓には暫く後考を期ナるとととする。

四前漢より唐末に至る旱魅の事實

余は聊か期ナるところあつて、近来敷年支那の上代設話の解明に努め来つたが、その結果は、譬へば滿目の荊

繁中指いた所米光指田一被中路九行ル韓心20代やゃ治、装や西國脈品6秒中消やいアりちん、
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切實に考へられるやうになり來つたのは說話開展の基礎には、概ね何等かの經驗的事實が潜んでねるといふてと

である。

この點から考へてみると、以上說明を試みた旱魅についての脫話、竝に乞雨の脫話論じ機會に，支那の上

代史に於ける早魅の事實を明隆にするてとは、一見如何にも迁建の如くではあるが、決して無意務な作業ではな

い七信才る。而して、先秦の文獻にい、先づ注意ナべ仕、『詩經』大雅の雲漢の詩であるが、毛れ仕、

倬彼雲漢，昭囘于天王曰、於乎何辜。今之人、天降喪亂值越球、靡神不舉、靡愛新牲圭雙既

卒、事莫我聽

早既大甚，蕴隆蟲蟲，不珍胜祀自郊徂，宮、上下塞、廉神不。宗、后稷不克、上帝不」臨、耗歌下

事丁二我男

旱既大甚，則不」可，推、兢兢莱業、如，這如，雷，周餘黎民、有子遗、天上帝則不我遣胡不相長

先祖于摧、

旱既大甚，則不可」沮、炎炎，云我無，所、大命近止、靡瞻廉」顧、群公先正、則不二我助父王先祖、

胡事忍予、

畢既大甚、滌山川、旱魃為，虐、如惔如类、我心憚暑，憂心如，、群公先王、則不三我聞，旱天上帝、寧

伸我運早転大英、驅勉長、去、胡率新我、以平觀不，知其故，斷年孔風、方就不幕、早天上帝。則不成恭野講宜早託大英、散無，友紀、鞠我康生、我裁案等，趣爲師氏購夫左右、際入不開，無、能如阿里、摩印早天有，酵其展一大夫君子、明家無議，大命近止。無，素，關成一例求爲，我，以具，管印半天；最感共第といふので、早天に苦しみ、切に燕雨を望するの至情器如たるを覺へ、上代漢民族の早態に射する観念を頭気するに足るのである。さて、半継の事度が如何に史乗に現はれてわるかについては、先察の記録に戦っておるものは戦特た北判を続ずして、たよちにこれを事賞とに断じ悲いものが大部分であって、Eトにーゃについてその作業を糖返すことせその類に管へぬところであるから。今はその種の専例は誓く後考に譲ることとし、記録がはい真を得へたものと信ぜられる遠代より始めて、唐末に至る間正史に現はれたところの早総を左に列鼻して参考に供することとしとう。然も、こ 中にも明かに发異思想に基づいて作爲されたものかと察せられるものもあるが、取破へずこどは荷しくも記録に現はれたものはえて戦録することとする。なに、念のために、こトに判配に至るまでの考談の経過を記すると、最初、『古今画等集成』康復典、早災部の記事を投記し。次にそれを一く正史の本親、五行赤に照合してみると、或は本紀の記事を取つて他の記載はこれを捨て、或は五行志その他にあって。本紀に難い記事もあり、且つ字制に至っては勝手に制除してあるので、こいでは能ふ限り正確に原奥を準雄とするに努めた。、また、日の千支は特に必要ある場合の外戦てこれを省略し、出典はへ）を用る、同一の事育にして他の個室に我はれてかるものを最げるには（しを用た。その出鼻また（）に嫌り。記述が全然同一にして戦録の製がないと認めた場合は、たどその所在のみを（）を以って示した。巻数は初見の際のみこれを露げ。以後は等監に従ふとととした。
なる結果を得て、阜天が四月五月に最も多く、六月七月三月これに大ぎ、李節にあっては夏、春、秋、多の順生となることが知られる。かくの如きは無編史的記録の存しない先史時代からの事と推察されるから、その製禽の事質、農鮮生活土の苦傷に刺較されて早然の設話も展開の歩を起し、乞開の風習の家に行はれた事も容易に担をされるであらう。露に共水の窮脂を考察した際にもこれと同機な作業を取てして、その結果を会にしたのであつたが、それに飲ると、同一年度に共水の新側は三回三で、整一－、夏一，熱三、多二産月，111三月九，四月11五月四え、六月六日、七月五三、人月三四、九月三，、+月九、+一月二、+三月七の警敷を得、これを李節別にすると豆秋察多の順位を得、早天の夏療秋冬とはや、腕序を異にするが、夏に於いて昇敏も洪水も最もその検害の大なる非質が知られた。そして、ニトには記録の一々について論度する暇を持たないが。早就の方はその被害などの記載はあっても、それは比較的帰れであり且つ崩算であるが、共水の方は被害の記鮮も至って多く、それより受ける災厄も課剤であつた事が推察され、同じく漢民族の生活を静かす大災厄でありながら洪水の方がその影整も重大であったこと製土に難くない。かいる事實が存してるる眼り、洪水設話が然りしが如く、平然の設話も主た程験的事査が基店をなして展開したものであらうとの推定は、ほく留を得た見解とをられるであらう。五精船余は以上数項に渉って、従来上代文郡にその開がごしいとされてかる半就説語を推定し、確じてネ就に関準て乞雨の間題を一情し、愛れてや、直大な提言として、蓋か上代の文郡に、乞開のためにん開料（humwsacrifce）の習俗が存したのではないかとの推考を試みた。而して本考の主題たる早就説話は恐らくまた製線を事質に基づくものと考へられるから、歴史上に現はれた早総の事質に言及するところがあった。ことに結語に<て1二1の所感を陳べて置くと、先づ記録を検財する間に感じたことは、表水の場合もさらであったが早態にのては、王朝の幹威が衰後して滅亡に顔した時換はこの置の記載がをしいのを魔えるが、それに反して王期の当威が備立されてわる時には記途療ね精細を傷めてかるのに気づく。これは政治的事備と混感との際にだける画るに現はれた記事の性質を考へる筋に考慮すべき相省重大な問題であらう。大に、本薦に一々記進することが出来なかったのは余の遺像に惜へぬところであるが、上代文郡のこの種の当異に對する観念が、如何にも深く天子の政治乃至はその徳と結合されてかる事育である。元來、天人相談の思は古来填民族の間に深く根さして殺達しておるものであり、同時に天子の政治乃至はその徳ど天地間に現はれる作韓及び災異の思想は転に先素の文献にも力酸されてわるところである。然るに、早継なる災異に書って。時の君主が或はその身を責め、或は「減勝」「徹業」などすることは、前護より後護、後護より國と漸大後世に及よにつれで記録に國著に現はれてた。唐朝に入ってはその思想の潤色なき災異の記事は殆んどこれあることなをを既えるのである。想ふに、これは古来の思想が一面に衛大形式化された適程を物語ってかるのであらう。戦で症思を記して識者の指正を待っこととする。本稿は幻卒の際筆を制ったので、なに不備の監齢からぬを惧れる。準を欄くに當って切に改者い真想を乞あ式第である
支那の帝王説話に對する一考察
一 緒言

支那の史籍を解くと。上世の典籍のみならず、中世のものにも。また近世のものにまでも。帝王体設としてい。韓難木慰の源に不見罕合勒敦に常経して生れたるじ挙赤乳かりき、」なる鎮度に偶認と、「阿関愛は発迷’計の感に対でえるま玉がり。で当動社·対金さ時社し的くるなりる小富かく仕める説に無みくなれり。然新院計斗を新くなしたる後·阿際響は興、新をにべの子を全めり。で金，で金察空雑数別熟創影、万へるなりき『とある後に、五人の子に各一体の術失を興へてそれを折らしめてのち、五体束ねたる前を人でとに取りて題して折りかねたるを見、その相協力すべきを論した脂があり、ついで「そこに就愛なる裁挙の称は副へら「效報。肌動が所な、不前社なる。我が示べの子と。型をてるのミダので生めり黙の耐子なるか」と気い合で戦し合くり。就数の残な感なり。だことにだぇのべ欲の端の成。既謝りひりて、我求訟を感りて、その然は我が監。なに激るなりき。当づるには、脂肌の対にて刺知。拭く爬いてげづるなりき。戦断に仰を割う、就等。これにで紫れは、明かに燃は監だ。脚子なるぞ離き就のパに貼べて似を割ら、就等。幼未激が信とならに、感好はさこに獻らんぞとま女の気鮮阿無大生子訟の二室の使認を有し、『元朝秘史』はその南常を然ね取り露ぎ合せたものとして、東北式族の中にその二歳の体訟の類例を示された。第一の狼鹿配偶説については、『北周書』. 『隋書』. 『北史』に存する突顔の師圏説を注意せられ、中に就き。『衆認を線合して詳備を教したればことて『北史』この閉題訟を外用を高車のものにも及ばれた。今ニとにその関題認を引用するのは、やム類頭に失するけれども。後来隊べらうさするところと開聯するところ妙くないから、念のためその引用を敷でしょう。突與骨，共先層、酉海之、圖爲，部落，蓋切双之視獲也。指阿史影氏，後爲隨國。強、發護，共族見二竿且十歳、兵人是、美小…不い忍、瘦、之、乃朋，足、斷共時：薬車響中一有化破、以肉能さ、，興、英交合，建有、李端、彼王國，此見有在、重運、覆之、使者是在、強倒：並然、殺貧、於時若有投、鎮於西海之東”落、高昌國西北山一山有三洞大八大內有，平養改真，周題教百星。四面優山，與默，升解生十男八十男長、外托養要，其各奪三一姓，阿史，都共一也。最賢、靈爲、看君長”故牙鬥建、近頭囊”示长点、衣也（中暗）清至，藏百家，羅，我世二有阿實改者寺，那落一生於穴中一臣，於味響，至三大獲清、（光空⑩十た、द）とある実医開図の愛酷こそは。正にさい代表的なものでめると認められた。また、第二の無夫生子哦、換首すれば感員に感じて子を生んだ設話は王完『論術』吉験の北炎案體図王停排有、額。王冰、覆之、姓封日，有、気大如、準子從天而下、我試有質、後産上、過於器調中、精以日領、、之、不、死、復後量、韓補中一然、使馬藥殺之に島復以三口無愛と、不い死、王疑天子八令、共母、收取奴者之名、東男不合，牧中思一東明春射，王齡、警我國、他、然、教、之、東明き、開剤挑鹉水八以弓華、水、魚電浮常、確、東明舟、读、煮權解放，追兵不得读、因都王夫能，北資有大後經形、（求明之年初妊時、忌、复従、天下、及、生薬之、猪馬以、気呼之、而生之長大、王欲、殺たて難い魚態爲、橋、大命不、創、死、故有、術馬之装不命和都王、夫於”故有、無態爲、之助、，）或は人事に欲らずして快雄した事や、或はその生属に書って鮮数が現はれたといふやうな診話の配載がある。Eして、か、る帝王の人事として到応あり得べからざるsupernatura birhの所牌が何に由來するものであるか。またそれが恰も歴史的事實なるかの如くに戦録されてろることには如何なる意義があるかについて考察を試みることは、額々の見地から必要な作業であると信ぜられる。特に。余は先年来歴史記録のうちに説話的展開の透程にある断分子が、史實なるかの如くに記載されてかる場合勧しとしないのを見て。是非とも院語考察の方面よの一家従来史的事賞として疑ひを存しなかつたものにも検討を加らるの必要あることを縮感し、聊かその方面の絵聚に力を誰すところあらうと念願するが故に、恰も史置なるかの如くに嫁へられてかる正史の本起をはじめ対営に野してこの禁の考察を加ふるの徒事ならざるを深く信ずるのである。従来、我図の野界に於いて。この問題に考究の歩武を進められたものは、余の家聞なる。なは未だ、内藤湖南博士の「際古開園の修説、「東北語相限断菌の開酬始酸」また今酉能博士の「米業体改及び老新強，死と自身清鼻士の「股間感生等説の解難しあるを知るのみである。而して、後にその所認の機要に言反するやうに前三常は何れも薬古及び満洲朝鮮方面に存したsupernatral birthの説話諸，例を製示されたもので。護士に地の所障を對象とされたものではなく、且つ雅と該設話の意巻解静に論及されるところは無かった。然るに。支那古代の間題を考究せられてその解難に及ばれたのは、貴に長友自島略士の論文であったが。これより前、余もまた支那の史籍に現はれたものの意巻考察の必要を感じつょあつた談であったから、自島部士所説の関居に証いて所思を陳べたのが、「民族」に寄稿した小稿「上代支那の異常出生説語にっいで」でもった。併し。その後分研究を進めて省みると、史料の検索の獣にも。配野の狭障な謝にも不備談階が膨くないのを感じたので、補。授金を待つ事久しかった。幸ひこのたび好授を得て、各時代の史料に検要を加へ、且つ幾分説界を談めてるを試の得、やい簇る所無しとしない。で、今取に本稿を草して戦者の指正を得ようとおよのである。
ニこの種の問題に對する従来の研究進みで欺むことなき戦界にあって、復令、その所説に鉄陷があらうとも。先進時最者の研究こそは、後よりるべき検獣の礎石となるものであることは今更いふまでもない。この度味に於いて、東北距細電請民族の断考察されたもので、支那内地の事質を取扱はれたものではないけれども。また踏別の検出に念にしてその業膜まで及ばれなかった蹴に多少の通憾なしとはしないけれども。常時の取果の質情からに永く開断者の誇をるべきものであり、その史料の整示には教服に飲するもの勘くないから、先づこトに前掲諸論文の要旨を送こととしょう即ち、内藤博士はその高警「薬古闘図の像認」に於いて、業古人はその開図の直先に開し、かの成吉思汗套の胃頭にあるより体ありて宅れたる紹き“覧、ありき。その禁なる能託き化膨かりき。脳苦感を説に不見器全動就に影症して生れたる山容赤戦かりき、」なる政店間異沁い。「就愛はぶぞの前に来こん。子きぎり。不お配容·対御さ容なし差くるなりる＂（中略）かく仕める動に発社いくたれり·然新沿でを禁くなしたる強·可配製は界、新おにべの子を全めり。で金者·で金無えや滅新烈数創期と示へるなりき」。とある後に、五人の子に各一体の前失を奥へでそれを折らしめてのう＂が東ねたる能歪人でとに歌りて題して折りかねたるを見、その相協力すべきを激した脂があり、ついで「そこに回認なる獄学の応は高へり「效撃。別在所部、で利断益なる。我が示の子と。我をrこのミのを全も露何予なるかとと戴ひ合sて獣し合くり。效物。残な球だり。他どとにだるいのべ·盛のの成既感日かりて、我お忍を感りて。その然は表が感のばに悪るなりき。出づるには、成取の残にい無形の押る爬いで囲づるなりき。戦載に仰を声う、総略。これにで紫れに。野かに戦は露で。都子なるぞ言名球のぺに貼べて似を前数等·が未就合とならば、既なはそこに慰らんぞとと。なのて爵阿無大生千齢の二の億訟を有し。元朝秘まこはその開者を然れ取り露ぎ合せたるのとして，間開置に族の中にその二線の傷院の類例を示された。第一の鎮貞配倒説については、「北周書」.「隣非』·北史』になする突験の明医認を注度せられ、中に就き、「衆説を線合して詳備を表したれば」とて「北史」の明園記を別用され高取のものにも及ばれた。今こトにその闘認翁を引用するのは、やム気強に失するけれども。後来略べうさするところと調弾するとこら謝くないから、念のためその引用を敢てしょう。
突厥等，共老層、酉海之行，國套，部落，蓋領双之測獲也。t開史，氏，後意韓國。陵、靈護，共族1見，竿且十態、兵人是其小不忍、教之、乃朋足、斷其質，薬章譯中一有化婆以肉評之及具，袋交合，遷有、孕焉、使王斷，此見付在：夏遭、我、之、使者是。在、誤側“並然教與、於時若奖浪於西海之東，落，高品國習北叫一山有洞次八大內有，平獲茂章，周題教百里，四面要山，發監，士經生十男八十男長、外託賽型，共各得三一连，阿史部觀共一也，最質，邀爲君長”故芽門壟通頭餐”示长点，本也（中略）勝重，夜百家一渠發世：有阿等改考薄，部落一生於穴中一臣，於斷；至養護新類精、（主定働え十れ、，）とある実質開図の設脂こそは、正にこい代表的なものであると認められた。また、第三の橋夫生子認、換すれば態異に感じて子を生んだ設話は王光『論何』吉験編の北交素離國工传排有報。王家、殺之、準日，有，気大如幾子從天而下，我改有、調，後康子，調於潤中二務以，日紅、盛之、不、死，復後置、爲備中一家、型属薪，殺之再復は氣、盛之、不死、王長天子八令，我学我我起高之名、東第1企，数，平露一東明等射、王恐警，國，地、然教、之、東明走、南産掩説水一以弓馨、水、無離浮爲、優，東明得，读、魚靈解放，進兵不得渡、因都王大飲故北英有夹後圖毒、（求明之印初妊時＂見、氣従、大下：区生薬之、猪露以。気吁之、而生之長大、王然、教之、がとういだ魚能爲、橋，大命不、背、死，故有、豬屬之装三命都王大齡”故有，無能，）なる類例を始め『三国志』夫飲像所引「強略」·「我書」高勺室等·好太王辞の本文を引用して、夫飲王の白来離にのりとし、高々麗また夫飲より來るとする乾際の屋閉をも示され、ついでっ元来夫厳。東明王の能だ＂減離子の大さめる気が天より下りし事を験けば、共他のは額る周の風たる信要の薄就に似たる成」としい『辞望』大糖”生民篇の姜顔の優説に言反せられ、「個だ比の類似を以って。夫厳其他の民族が開人の著念を製囲せりとは解すべからず。時代に前後ありとも、支那の古認が素外民族の導認と同一語に出でたりと解せんにば長かずごとて、蒙古開圏体設中。一1種の所海の類例を度く示されたのでもった。博士は、また「東北距細査話図開闘際認」に於いて先ず東北電細丽請図、即ち東部薬古より以東の各民族は、朝鮮日本へかけて一の共通せる開園際認を持って層る卸ち、太陽若しくは、何か波物の靈気に感じて、盧女が子を生み、それが圏の元直となったと三ょ露でもて、時としては共像認が愛形して、その内の一部介が失はれ、若しくは値の部分が附加さると式名事があるけれども。共系続を考へると、大種に放いてーつの御認の分化したものであると示ふことを推断する事及も来と前提されて·マ論領」吉島痛（役演害』夫飲体，三國さと大能像所引了強略及び。院話がや、變形すると共に、詳密となった「親書と高幻風になとの請例について説明を変され、「開赛とに於いて仕百寄が高幻難ら。出たとして。この開圏設が記されてる。屋関の通程を指示され、更に韓じて我図の記録にまで影響を反にしてる。募を指端された。また、後世までその所始の現はれて来る事に言度しては、「元朝秘史」の開い塔素証置の露を類同記話として説明せられ、最後に以上の事を続べて考へると、太陽療設並に態報に感じて子を生んだのが帝王になると立、陰院は、東北理編配断国に共通のものであると伝お事が介明し、それが色とな形に愛化したに通ぎない。其等の海念を持っだ図々が、果して毎同一民族であるかどうかと至ふ事は。便かに判断出来ないが、少くも同一海蛇を持った民族であると示ふ事までは断言することが出来る。支那に於いては比偉訟の代表的の名調として、護の時代に之を感生帝と名づけて居るからい假りに此の名を以って此の体説の趙名とする。論、感生宿の設を詳しく端心ると、瞬間二代に止生らぜして，共触の古代の帝王にも闘係を持つ様になるが、終し、最も古く、最器な摂據を持って層るのは、腹間の開間であるから、其他のものは誓く比島に寄することにする。と結ばれてるる。なほ、今西龍博士の「米蒙体設及び者獅推体監」は、朝鮮成鏡北道會事地方に於いて、清導家題の頃まで端洲満と接関を乗ってのた鮮人の子那が、管てこの地方に在った締洲共。一直の老疑の来るあって平んだ始風の出生談を口算相像へ、それを後年文に談つた「型基南臨査記事上の所調者類雅体設を基準として各地の所体を真録されたものである。こに余は、特に内藤博士がかの博覧を以て文く史料の所在を指示せられた功勢に投意を表するものであるが博士がなほ指示を異へらるいのみで考証を輩されたかつた酸間の間題は、敷年の後聞らがも自島取士によって新無得の提示を見たのである自鳥鼻士は、その「殿間の感生体論の解離」に於いて、先づr時避」商領，文島篇のっ天母，性理、醒害酸土老ゃ」をはじめ、「愛新」天間摘に「簡状在、海、要何宜、玄島教助、女何基」とあるもの及び『史記』股本积股契母簡秋、有点氏之支、韓帝要大起三人行滑，見爲，其卵一簡狄取存、之、因学生契，奥長而性牌治水有弥を本とい，『時選』長愛摘·「芝鮮」思義人為，韓等の「衛書中使」，「許部合論論』.「詩韓推度送」の股期の始回に闘する記載を示された。次に、周の始良については、「詩語」大精、生民篇。「版初生員、時業養響、生民長何，克圍克配、以典。無子，慶，帝武敏“散位介位止。就套較民，戴生較育，時維后要，臨藥1灰月”老長選、不，折不、剛，無、慈無寄，以静，隣館及び「を酵』天開構に「捜端元子、帝何空之、投之水上何之ことあるのや、『史記』周本起の馬后投名棄，其母有部氏女、目－發原：藝原爲，帝尋元妃二葵原出身，是巨人時…心欣然院，然、露心＂之而身動，如学者二是期而生手
を基導として、『韓差』春領、関宮編·『列子』天強着·「預園等」·「倫書中使との該認監を認明さたて、やがての解群に歩式を進められた。即ち、文島が如何にしてこの説話。重要なる要者となったかを明かにすべく、先上代諸文厳によって支島比棄の明であり、この鳥が仲泰の頃誘来し、仲秋の頃去る使身で。その間人家の利外上厳地育約するところからぺ々に調まれ、特らその離を育てることに妊惑された事を考配された。回に＂すら剤の時率と高鮮の祭との関係を考へられ、それがやがて仲春の日男女を食合せしめてその結合を心pabiematemakerなる銀氏と警想せらるとに至った遺理を推定され、かAp＂amatal feastpairing mectigなる一方、そのannsal fenstは穀物や魚島の繁殖を希＆magicalriteでもあり、然もその祭配の對療はKPあるところから、転に早くから天の要素とも結合してわることにも論及され。闘って「高難永子之離」となっトは、それと関係づけて考へられた支島もまたそこに位置を占めて。終に子を得るの説話の要素となったと無択れた。且の最近回鼻士が会にされた「古代支野人の兵問念」の中には一層明かに支島が天もしくは天者のをとどれたのである事を述べて居られる。大に、周の巨人の酢を腹んだ蛇間に對する自島略土際講の要旨は、古文際に佳き「大酢出、お罰際こ」とあるいころから、『団海選』の「電議中有，電時一龍身而人頭、較、其腹，「進南子と雲形調の「夠図を共東知標有、請、龍身入明、数：共真こを引露して。大跡とか巨人の酢とかは観身にして人頭さる電離の地上に印しだに跡でもり、然るとか靴とかは天然気素の愛化に現はれ、更にその愛化を左右する者は天布であるから、加指送書の足隊は天帝の足跡であり、それを腹むことによって生まるい感生帝こそ正に天のチであると設かれたのである而して、余は敗の始風像説に於いて、その要素に玄鳥が取り入れられた所以は、自鳥事土の周到な考※によて明かになったが、終もなは、韓説話は卵が重要なる設語要素なるに注意しHARTEAYD氏の研究に導かれて世界酷民美の間に於いで。子を得んとするmagiの安料として那が直要践さる、請事例に省み、その謝器たるに至った毎路の推定を試み、また大跡に断しても足頭に動する未開人の、より原始的なる葉的観念に由来する所以を明かにしょうと試みたのであるが、その部見は「上代支那の異常出生愛話について」と図してせのは受得ったのであった。は併い、この震の設版は話に内際博士も研究の必要を隊べられ、自島学士も言及されてわる如く、一層全数的物察を必要とするのであるから、本務に於いては、請典糖に見はる，春度を勉めて親介し、然る後にその各事賞に對する無舞を試みようと金てたのである。
R小nn公开h粉あるna41日月及び星に開すsupernatural birthの設話标o1s小em，交都の帯王事認、殊に生間に関する諸体を考察するに歯り、r詩理」·「楚鮮」·史記等に現はれて、至導器物なるものは、段闘用期の始風出生の設遊であるから、この獄の問題の考券に雪っては。先づその開者を療よすべきであるがくそれについては転に一無離が鼻果に提示されてね。然も今なにそれを補正するの要を認めないである。併し、朝か金救的に此種の問題の解明を期するこの際、該問題の重要にして香過すべからざるを思か以上従來の諸設に言及するに當って、戦で煩演を脈はず原文を引用して優いたのである。たど、その中に就いて周末親の「島報而生上チ，以等，不鮮，業之離養，風中過者、哲時不，護、進壇之林中，會江丼多、濃N而素、薬中氷上飛島ど、共真、型、落、之、養原以食前、送收装」ゃ「論病と吉論篇中の同種の設話などのやうと多難た試策に遭運しつ、も天命ある考は何等害を被ることがなかったといふ臨に注意すべきものがあるが、そさは後に言及することとして、ミトにはその他の断到の考難に入ることとしよう。両して、その論述に書っては天に関する設話から始めるのが順富であるかとも考へられるが、思想屋開の土からはその額のものは却ってや愛達した後代のものと信ぜられるので、先づ日に闘するものから説明を試みよう。日に鴨する出生説語には、日或は日光を何等かの形で夢みたことを復率の原因とする総話と或は懐粧に奮って或は既に恢粧して後、日に関する夢を見たとするものとの二種がある。だも。これは設指の性質上、さう戦特に証別さるべきものではないのであるから、取投ひの便宜上試かにかく朝別するに過ぎないのである。面しい無が言及することであるが、後者の事例は既に「史配」からこれがあるけれども。前者の日の何等かを慎部の原因するものは、北護太直に関する診話が古いやうである。「理書」巻二顧起には不風述或臺帝、社日、義呀質身同心初因，藥律二難、子但薄，医前業員、，夢日出，個的，薪而是、老、場。狀熱然有感。以：建國三十四年七月七日，生三太組於參合欧，共夜復有光明度大態とあるが、「熱然有感」とあるのを見ると、日光が恢妊の原因とされてねるのである。たメ。ことに電識とあるのは、周の効麗についての雷際にだいて豆議を反んだ事から著想されたものであらう。同じくr気書」巻人の世張紀には「世家室或是考、強幣，高題文身和給二、母日，高大人、初夢真，日所、，難於統不一日化態誤，ロ新質い高両講峰、医面者。額、太和七年国図月、生海冷平辣望ごとあるが。これは本奏日の変路であったものペ、帝王と熊との結合されてわる思想を附加したるのであらう。また、「北身書」卷人帝起のうちには、後出総請字仁調，或威臺考之是子也。母日，國皇局一，。海上、李王金三日入某下心有。製，天係七年五月帝給井出配」ともって、「炎海土を玉然」の意味は解難し離いが、日を変みたことを妊額の原因と見でる。善と比疑上総地がだこトに慎話の原図とした設話ではないけれども。前諸例と時代を同じくし、思想上類岡診脂として一療及して避きたいと考へるものに、「強書」場十、皇居列海の李文田身后高氏，司從全華之妹也、（中盛）商範和乃参。望因路、近，確域須，額表，后總色的體、任生式官模及至，文明太后親華北都票二是后奏裝三待」之、，選人、讓農一時年十三、初后物、會夢在的式光自，高中丽之、約均雨勢、旨真酉際之、光論。隣麗不た、如是数タ、后自選以間，東人関宗へ家目出奇数也、貴不」可首。、國日個以知之。家日，大日君人之態、帝王之家地、光会身：必有感金及2、女選論照者、主上来水い女不、獲、巳也、書有※月入人検病生。天子北現日照之、出女必野入装、帝命一延。育人君之象地，生，張といよのがある。これは日に明する導を換近の原因とするる。のではないが、思環長開の上からかやうな所様のすることは希通し難いものと信ずる。や、時代が下って、『未史』を見ると、また日を夢みて使証した例があって、ほ以下の三事例を最げること答出来る。（1）太宗神功聖德文武最帝、“员、初名區又、改陽，光義一即位之三年，改一宣組第三子也皇后社氏一和后考前人靠，目以授：E而有，蜓、遂生，帝於決信官令，包來車四）（1）買宗感符府古前功護得文明資定草聖元臺臺帝，離質、太宗第三子也、母日元態皇后李式：（皆）明針（財首大年）正月、后夢ど。報承目、有，報、+三月二日生チ開封用第一（未た上参大）。李賢妃興定人、乾年防赛便英之女也、（中略）就書夢1日輪，、日，以選承之、光職過體、該而府，，生，真完來」四11 ）（1j）家法天領道純像成功仁文習式型率義考最行、強護、光宗第一子也，你日三聽造臺旨華氏，光將出
慈遊事日酸、手庭：以い手承之、已而有，報、乾道四年十月丙午生手王部（来生會三や、そ測）以上は玉として装土の衛王の例であったが、北方民成にして支都に候入したものについても相特しい監器装
られてわる。その一は『警容』巻一百一、乾記。到晶の体でもって、（来に」動三や、水国）割元海，新興伺奴人、可頭之後也，（中時）到氏樂，分局五球，然督家1思督關冷罰之素，的妻呼延氏，然平中、新手於龍門，俄而有三一大魚一頂有三一有一好華強寫而至察所一久之方去、巫現甘異之目此據能共夜夢，旦所』見無農落べ、左手期三一物式如年體子一光最非常，投訴延氏，目起熱願之2需而告豹，的日吉教也、（中窗）自，是十三月而生元毒；左乎文有，其考；愛乂とあり、この設話は二三年旬の相遠はあるが、や鸿探するところなる『十六園春秋と割調の係にもあり、無が成はれ愛じて人となったり、牛離子程の一物を把つたりして訟器。構成要案はや、複雑であるが、然も「試し日期器之生膏子ことあるところにこいに引用する意義がある。その二は「遊史と巻一、太風本記に太風大理大明神察天皇帝、姓而常氏、綠低、字阿保獎、（中暗）德風皇者長子、世日，隨皇后驚氏；青感照+1l，初日，和，医、考，家有，光或容的長とあるのがそれで、これは裏土の例に做占記録作者の調色かとも考へられるが、一方「我者」高幻配体の失税設にその母が「爲、夫能王闘於室中一貨日所黒，引身激」之、日影又運，既耐有、部」などあるのを見ると支郡の北逸にかた民族の間にこの額の所体がもって、契丹民族の間のものもその一つの現はれであるかとも考に
られ·共の判断は軽々には戦てし難い。さて、これまで説明し來ったところは何れも日もしくはそれと開係あるものた夢みたことにより懐妊したとい一設話であったが、慎妊に常り或は既に復率して後、日を夢みたといふ博化した設脂に至ると。その例また決してだしくないのである。然も。それは転に『史記』に現はれて居り、巻四十九外或世家には王太后、模題人、母日，威見，成見老故無王裝茶長也，成見戴套，我量王伸类，生具目，信，到開交而件誠見更蒙，長國田民；生，男翁，摩一就見長交、業察，金王路辦；生三一支葉、而第見上家之目文電，資因家：を、雨女…乃等。金氏与金氏基不、，手共一乃內三太子首二水子華愛之…生三一男方在，熟，目.，雲：以を水子，太子日此實優也、米、生、雨孝文帝崩、考長者即。他、王夫人生とあるが、かくして生話した王チこそは、漢朝の勢政を図閣に輝かしたかの李式者である。この事は『前葉き」暑九十七上、外成判舞の「孝量王素后式者母也、父王仲捜風人也」の係にも見える。これと相似た例はr後護等」巻十下、何皇后起にあって靈思何皇后葉英、南陽完人、家本層考、以，理入，抜庭，長七尺一寸、生鼻子辦；警於史道人業號日更修拜后尊、責人二燕有，龍考二性隱忌，後有英人不，震幣，光和三年、立爲，皇后（中略）時王美人任獎最店刀映，養欲，飾之、而論安不、動，又製多食日前行…回年、，生、臺子為一后難歐教美人、帝大終、教廣，
請食官固請韓、止、董太后自養驚、號日意の臺子を生むに先立って露1「負日而行しの夢を見たといふ臨が注意される。その他「習書と巻一百、較記刻確の快の「額導学文明、一名戦、元海落因子也、像日、級夫人初理之だ，部也、張氏鄭三日入口護、審而以書元海，日此言優也，優勿言、十五月而生。聯考、夜有自光之員こなる（十六図春秋との割聴についての記載はほいこれと等しい）や、同じ赛の基客秘の体特意会一百二十も）と容德字文明、然之少子也、母全保氏、警日入、時中…査装而生、糖」とあり、r十大図李秋と南燕録の記述には「家糖）割、確官人、言、期人妊質、見，ぬ和孫夫人方難、警日入、高中、葛養回で、警書」いなってあるのなどに割づく。時代はやと下って来代に至ると「宋見」響図百十、列体に「発販動学産、量等くお誤、大父事季日用。定、豪鈴生、補長、国、忠于鼻一丞相間必大見、其文、痛食之こなる設話がちり、っ出百五+二、 体には「協奏字換然·乾州華天人、母管夢、東南日光射、其身－旁一時人以筆轻之、日所其文は暮文明之煮－因名、之日奥になるものがあり、r明史』巻三百人十六、文席列体には「李察陽子感吉、整陽人、父正言、周王府教授、進烏開封、母夢日階。換障生、故色、敵階こなるものもある。ことに会が特と細を換んで配きだいと取うのは、かいる目に闘する愛語は例れる帝王偉露のみに現はるよもののやうに思地さ症今日までその然らざる場合を設くものあるを知らないのであるが、今議示した敷例は全く監僚或は底民にっいて
の例－めるのそして、この事育は後民に於いてもその例壁を加へ居るであらうが、この整の認語の意養を無明ょうとよる者には布しくも着通し難いところであって、その評期は進多の例産を得て後これを試むべきであるから、それに射する離見は後露に藤ってことには戦て制愛することとしよい大に日の場合と同じくそれがञ孕を満したやらに記されてわるものと、或は好に妊娠して後夢みたといよ倒との順序で月に調する所体の考券に入らう。第一の場会については先づ「南史」巻え、桑本起下、元者の世鼠孝元皇帝、辞辑、字世誠、小字七待、武帝第七子也、初式帝夢下助目信執，存値，構託在宋女大侍、始義、戶、慢有，風回、锅“武帝感争之、來女夢月壁、後中，翁字，天量七年入月子日生＊最室中，非常套、有、柔館之異なる設語を数示することが出来るし「未史場二百図十二、后対列像の京献明衛製を后についての「初に入質、而有、装、慈生、后」も用等しい例である。第二の場合については「前裏書」巻九十ん、元后等し編際生禁字體君、少學，法律長安（科，是踏史八本始三年生女殿君，即元層也。（中略）爭適要武那李氏女地、後。幅更家算：河内荷資奏：初李親任政君在身、夢育月入、我模一医壮大、結順、得、無人道”（下窗）」とあるのや、す志と番五、奥夫人臭主権林の条所引の一文に「捜神記日、初夫人子，而夢月入，其換，医兩生、養、及、種在等又麥，日入，其獎，以营堅目、青妊，策，麥育月入三我使八今也又夢，日入，我博何也、堅日日月者生強之精桑、喜子原其奥平、」とあるもの。「北済害と巻九、列傷（及び「北起に番十回）の「武成皇后胡氏、安定朝延さ中
其母有陽宣道約女、初慎空、有、初質二龍、凹日、此宅複壁中有，月，転而生、后」などを例示することが出来る。な，その外にも、「金史上卷六十四。列体の「宜宗臺自王氏中額人、明底基后妹也、共文教時、管警1生持葉月、日間生ら炭，、有、述生、手禁及び。「明史」卷一直十図、列体の「学京者版を氏、製衛く父制以韓育入主太鼻，母金氏務、月入地面生、后」も注奪され、日の場合が帝王であったのに謝しての合は昏気に多いのも一感えもに考へられる。また、月についても『勢史」警二百月十九、文廃列停に「神業制譲夫、山陰人、母李多月中金袋室僕、而生三維模…少時日記容数千首ことや、潤色の分子は財加されてわるい常人についての所設が留意に値るかく、日と月とが共に現はれてわる限りは開者の結合した思想も常然生がるのであって、その一例として、いこには『警符と場三十ニ、列体の米武文李太后の僚の「時后集、官人：在、機坊中一形長前心、管人小4転至、規者，難云、此共人也、帝兰三大計－習」之時農、后教事，兩龍枕，時、日別入護、意館，1難配之、帝闘而異尊、途生李武帝及会籍文孝王新島長公主」を最げて置かう。日と月についての発脂についで、踏典糖に飲見するものは、屋及び電などに関する例である。「著書」巻九十れ列体の担支について塗。
祖立字教道、一名，農業；大可再還之擊子也、其母耳民，管長，同業夜坐從見，屬，中；長二寸火珠；岡然明琴、競区、致接取、局氏得而存之、若有，館、還有，報、及、生支、有光願室占者資之故小名なる院語はや、由来を異にすると思はれる分子も階け加はってはわるが。正にその適例であり、替の異病の『態領海」考子の能の「共母島、大激品、而有，無しも相期するものでかる。また、っ元」た応小雲石海端（川+）の「母際氏夜事+神人授以大量…使、持た、日前有，妊、及、生融疹員」と、警業体（争六十く）の「分加無整州義馬人、母宣氏夢，大星離手于摸方万有，擬。医十四月二始生濟。、潛生而位異，比成實，授1華1成師，道』長、ど文名於四方ごと、呂思試体（●せ十ひ。「昌思識字仲賞、平定州人、（管）母減氏夢一丈高中謝装，紅提東帝、毒而练日，（文印最也、及海、感談生、目有、光，見者異、としと、なる三つの星に開する例があり、rの史」には列体（第一月れ十も）洗敗の條に「孝自成米習人、世受、像連受三（中南）父守品無汁顔於華印、際品肺を日」取取、者子生自成」上との例がある。星に大いい一家言及して置くべきは電光であって、北斉等」卷十五（北た上番王十国等）には貴察字世等、大安部珠人も、（中を）初泰母声り風営最起、若。有、南状生、庭製之。光奪目、製解然警：靠而藤开、慈有、额、（中略）我而生奏，及回家たる飘警な例があり、「未史」参三百六十、列嫁にも「示攤字放葉整州養員人、母副夢員がeR取，年別日而療生、課自』幼素病有大志こといも例がある。なは，これらは何れも衛王に関する説語でなく常人であるととに駐意を裁かれ、一考を要すべき監と考へられる。また「宋書巻二十も、体請志には帝頭実につき「見、露光之星質月加虹それに感じて生んだといふ屋の例、黄布について「見て大電、感さ」とい高大震の例があるが、黄帝·額覆共に査在の史的人物でない上に、これは後世になってからや、進んだ尿によるのであるから、ことには戦で首及しない事とする。
四  種々の光についての説話
上に説き來つた複々の設話の内に。低に業に他の説監要素と結合して、「赤光願宣しとか「宝有神光」とかの表現出なしたのは、該者の知添せられてかるとろであらうが、文都の請文態には光に関する例も決して散いもではない。以下考究を加へようとするところは即ちその例である。「後裏害と巻式、安帝末記の「帝目在ो数有効光、願、室こは必ずしも生属の際ではないが、『後護害と髪十下。后起停のうちには「駆烈業臺録の大籍算南之女、教廣集非之京环也、原，和、和最不部二少警女工…好主書ことある。今希王或は后起たると監僚たるとを論ぜず、各時代順にその記載の存するものを列撃すると。「警書」たは尤是帝政赛，字量、文宣帝（中略）成第二年生主於活關，有咖光之長二一室靈明。（●六、管理）石動字世態、初名詞，上藏武鄉弱人也、（中唱）勒生時、赤光端，室，自氣自。天屬，手中盛，是者成製
（4一目四、乾明、又十六國券新』数）
日光字世明、略職氏人也、（中略）光生、子材頭一夜有、咖光之具，放区光得名＂（111+1）とあり、「未容と巻二十も、符瑞志には「宋武宿層在、丹徒に始生之夜、有識光、馬室、共タ言蘇降、於基」とあり、それが『南史』巻一、來本記には，「以、管真者與事元年，歲在交資、三月王實使、生、肺光肌、宝童野」となってわる。『南寄書」巻二1、島后列体（側良』を十一、唐起到博大昏同さ）には高略製皇后の事につき「店国氏、夢年主勝一生，后時、有，光，痛、室，以書轉之，海之目慢。非是男一極日難女亦足。興、家突，后臥川家人電見上如1有：露察菜」なる例が停へられてかる。国じ寄整五十八の東南爽停の中に林邑の話として南英林邑國、在、交州南濤行三千里二北準九德；案時故林邑顯也、漢末綱，王、管太廉五年始宜軟、宋水初年、林园王范神適初産、母夢人以三金席，籍、之、光色奇露上中國關，業慶金；爽人調－之相酒一故以舞。名なるものもある。また『梁書しには、大の三開を見る海配像皇厚第氏、珠徴、高平金簿人、（中略）初后母奪陽公主力、叛、夢、省、生食子…区生后、有赤匿于室内二券物重明、家人省管之（＂高風丁貴道、综令光，韓因人也“世層，要陽（食域生三手美域，有，請光之头，業塑痛、宣＂故以光。名国）この文はまた『南史」巻十三、后対列体下と同じい。また「陳書と巻五、京帝本起にせ高宗李宜長存辞頭。字細世、小字師利、始與緊烈王第二子也、梁大通二年七月幸國生、有赤光1擺14明a判皮」e十、陳本朝下も臣メ所文やのo）とあって、以上大時南朝の所導を調べ書したから、離じて北朝のそれを考査してみょう。先づr銀書」である第その安紀、高直紀上指七上、にぜ高園孝文臺者辞突，顯盧載文身帝之長子。俄目、李夫人二臺員元年人月戊中生於平域業等一離光職，於，天地家置、和氣充毒，帝生而潔白，有三員來，複報該長，長而開裕上半、轉然有君人之表－北生」會體本起大官国さ帝起、康宗紀倦九には南宗孝明皇帝論調。世表宜武量を，第二子、母日三場光兼一永平三年三月鬥戌、帝生子宜光取之東北有光開子庭中1a北た」番回、質本紀同的）また、『競者」卷十三皇居列傷には宜武雲臺后胡氏、安定臨型人、司徒國珍女也。母臺南氏、産、后之日，赤光四照、京我山北縣有，趣胡常於ト相~図金問、之、胡云、賢文有大資之表、方寫、天地な…生天地主勿過」三人知世、北」十后起列停大房同支文成文明臺后導氏、長突信都人也、父開業第二州刺史、西城那全，母樂鎮王氏、后生於長安入有熱光之略四坐事族、后整入、宮、（北点上香十三、后宛列修などの記載がある。次に、北春及び北開の時を調べてみると.（奔高配神武臺帝）臺考對生性通車、不，当：業，住層白述南，數有，永光業家之異八購人以售怪、進層以選之、臺考日安知，非，吉、唇，之自若、及、論式生一毒北確氏現，養、於同産集斯質類監改兵業，（北●1、香組·「北点上●大、寿本記」）顯直文宣基资，離薄，学進、高面第二子、世宗之母弗，后初型、經夜有，赤光願，宣、后私警性
會国、帝記。r北点上番七、資本品利屋）（北周）高風式臺帝、纯過、字編羅突、太風第四子也、每三吃奴大后，大統九年生於同州，有，求，圖、個幼而安敬聴敏、有1評質八太風異、之日、成、喜志、者必此兄也、（周春一＠玉、帝和式者上。「北良一＠十，風下）の如者事例が得られ然るにこの光に関する設話は階唐五代の史精にはその現はれるもの極めてさしく、たメ『新唐書と幾1111五、安陳山際（列海，第一日五+上）Kr安族山餐州都域規也。本姓照、母阿史機、得，國，屋突厥中；韓，手於：房所調明戦社者、転而耗、及生、有、光願、公度一野戦蜜略、室、気者言真鮮ことあるのと警五代史」一五，『階書と第一、武是紀に「武臺即蒙阻之第三子也、母察氏以、大中十年丙子業九月二十三月生子静武川と点號：在姓十三月、較諾之際、母觀危者龙夕、族人屢器，市，藥子應門，過辭更八老日非，警所及，可進著，部人、美、甲持上施，、警，極度、調島大際，韓所。韓目圖而止上族人郭我數、要無、燕而生，是時紅，、過自衰光庭、井水最落、武皇始育、喜，証中語ことあるのを見出したに過ぎない。唐朝の三百年に達んとする長月の間、かくその事例の乏しいのに反して。朱朝の史来にはこの光に関する記載が想めて豊書であるのは1考が要する酷であらうが、この種の解難にある問題は今は婚くこれを措いて、鬼も角忠賞にその請事例を列率しょっ而して、未朝の整例えや、器曲引座する部は装者も漸くその類に場くられねであらうから、とは試みに特に家識と思催されるところを摘配してみる。師ち、太風について「母社氏、後摩天成二年生於治陽大馬答－赤光認，側異存整、宿不、散、機有1金色二三日不、襲」日宋上示本記、を第一）、神宗について「母日室仁聖烈基后高式；逃態八年四月改貢生于農王官”鮮光願、室、鮮取吐三五色類、皮、露」（本記、特第十回）、哲宗について「母日r飲深会居参氏八販事九年十二月七日己型、生チ営中，赤光願、定こ（本起、像都十も）、高宗について「世目動仁皇后家兵大観元年五月乙日、生東京之大内二赤光馴宣六本期、特第二十回）、孝家にっいて「（秀王）王夫人銀氏夢人第華，進、之目，以此爲，議，已而有，擬ど：龍炎元年十月之寅生三作于奢州青杉肺之官含一缸光、如自正中（本報、電第二+三）、また、無理蒸烈臭皇后につ者「父）近管夢る蓋1李一晶日存時，傍號，繁河放1花殊研露可、愛、花下白羊ー·近審而員、之、后以し未誠、生、方、康時紅光徽戸外こ（感、働三報下）、と則にまた匠僚の事實としては「王飲若字定國、盛江軍新味人、父仲養侍車都官部州，會江警至，進禁資機築漢陽人空、見藤上、剤、知、知影ご是夕状若生」（ま定上香第三百く十に、列）などあるのが末期に於ける例であるついで、迷金及び元の世にも二その例が認められ、「遊史」には太奈（未知·察三）につき「太宗孝武真文都強義光，字報議、小字察骨、太風第三1、母法紋臺后前氏、，廊大1，1光果常，總有獲白傳自養人解、潤」、とあり、「金史」には李（飲、皇后蒲察氏（●六十回）についてっ后之始生、有証光、使、睡、夢時不、感」とある。「元史」にば阿脳具火につき「転而夫亡、阿菌森局、夜膜飯中一警白光自天寡中ズ、化等、金色散く來傷。臥場：阿層所号、途有、契、産二一子，即牛端人見地」と日ってある。これは新到博士の『成吉思汗煮き」に前に引いたやうに「夜どとに光る費色の人島。不富の戸口明慮より入りて我が腹を摩りて、その光は我が題日に透るなりき。出づるには日月の光にて、費約の如く爬ひて出づるなりき。（中略）これにて楽すれば、明かに彼の（光る人の子）は繁が御子なるぞとと調されたとこるである。またっ元忠」巻図十もの関夜体には「指す有、痛光風、室こと言はれてるる。この外『元史」場一回二11区に後密上巴前北阿而為的斤亦都護、亦都護者商昌國主號也、先世層，長元兒之地有和林山二水出，葉，目秀想待，要、一タ和、，、障，市樹，在1剛河間一人訓其所，而候之、樹乃生，養、若慢妊然一自是光常見、離月又十日而樹券尋感見，者五，土人收養之英雅者日不可架，既壯、建能有共民人士田，而之無；三十熊君。是露1王1的上という韓酸を記してかるが、これは飾光が物に作用し、それから人が生れるので、設話としては複糖な形となくてかるが、こよでは見も角その論光によりやがて君長の生じたところを問題としたい。なほ、明の太風の降艦について『明史と巻一に「及、産缸光満、室、自是夜~數有1光起：見望見，離火、観辨数、至即無しとあり、r明史義」皇朝本記、（配像党細」●六+一）、r明史記事本末と何れも多少字旬の異岡を以ってこの事を記してねる。然るに。それと相似の事質は、r明史」に先立って、r適五代史に業者、太顧に太画生誕の事にかけて「起タ、所，唇麗舎之上、有赤氣上勝一里人室之、皆難弃而来、日来家火發炎、及麗令銀然」とい点事がある。物か登業に通ぎた課ひはあるが、これは他の記事の期間とはやと越を異にし、見その設脂は院脂的質味も量れであるから、繁水直東見について海へられてるた断導を、姓の来氏であるとこるがら、明人が朱元輩の設話に轉化せしめたのではあるまいか。或は故らに取ったのでなく、来氏の話として。あもりよく知ってわたが故に、何然所述の膝かく隣べたのかとも考へられる。併し、その何れであるかは端に断定の誤ではないが、見も角、調係のある事だけは推調し得るであらう。試みに早見を顔べて後考を待っこととする。この外王文陈のr説具燕記」（知象密国安大+1）には「聖服始関、屋上虹光婚天」と云ってあるし、滑朝に入って世直につき「三朝宣衆」には「比験之前、大皇太后有1紅光、襲、身、·女待音と爲火、進救、之不見ととある。以土隊したところにょって、皮人にもこれ無しとはしたいが、主として帝王の生庭に驚って器々の光鮮がたとする設話が、上代から近代に至るまで、時代によって濃液の差果こそあれ。史的記録の中に載述してあるいとがほン明瞭になつたであらう。
五  種々の氣についての説話
前節に逃べ来つたところの光に開帯した生講の露暗についで、一管を要するものは、各確の領に開することが同じく出生鋭脂の要素として荘々に取入れられてわる事賞である。かの「後護書」捨図十三員際の中に子興日言楽として「母放成安語考、管下、設本優、頭果和、意気、然、上で，4日乃解、離を身、就、館、道層欲。等さは品を人子メ、故得、全」と陳べてかるのは正にその適例であるし、気が慎妊の因をなしたのでなく、生るく齢9瑞後としての記述であれば、ゴ三國志識衣巻二「「文皇帝辞玉，字子挺、武帝太子也、中平四年多生於體」態の注に引かれてわる「強書日、帝生時和，，最動，；，上，能目、望、新者以結，至資之態考え置之気こ」の如きも、同じ書態五、「武宣上基后玻が明題人、文者母也」の依所引の「競書目旨以裏延，川1+11月日日、生、斉郡白事，和、意、編，宝接日、父教供怪之、以間ー者王具、旦日氏言鮮也」の期きが共例でかるこの外「北史場+三には。北間の時の事なる「腹衛皇后宇文氏、周文者文も、后初産之目，な久之とといお記事や、階本起上日北史上争十一）階朝の高直文鼻者につき。「鼻姓日昌氏一以閥大統七年六月発丑夜、年、帝於海断被者寺：和、，知，永、，しなる記事やがあるが、これは波者争が験若寺をなってわるのみ『商書』場1，帝記と相同じい。前に引いた「露五代央」受存，第一。太副請武元取李最者の「強目文長用事に以，唐大申六年，歳在王申、+月二+一日夜八生手子福山顯午離頭是タ所、層慶会之上、初、，察」。取同じく7蓄玉代史」番七十五、普害第一、高顧記の「桌出何氏、準監業元然臺后一（中響）以時、最隔元年回
ニ十八日：生チ太原景勝里－時有1台類充庭、人基異普」の加き。周書日警玉化を上争一日十）の太風紀にある「旨車餐皇后、唐天防元年甲子歳七月三十八月、生、帝子完山之畜先、戦談之多、加利聊、」、有如、埋装と裂~星大図逆」。如きいづれも相似た例とせられるであらう。選、金、元の世にも各しその種の事査が記載されてわて。『差史」后気体には「韓京島后着氏、父知費内鉄春純林承旨。后生和、動，人之、如有修師ことの記事があり、「金史」巻1には太風本親に「（土階）本韓阿骨打、世風第三子也、母日教的臺后華領氏，遊道京堂和包製無動、東方一大者三副図倉《狀一司天刊致和腐明人日、其下常生奥人…建。非常之事的天發吉、非え人力所能爲、型、成糖四年成中七月一日太組坐しなる所療が記載されて層り、「元史」には木奉帯（のK）に「生時有白察：生腹中静蛮員、之、日此非常見也」中央遭像（列尊着玉十人）の「量生前一タ、那父者見臭教障、共素こ」などあるのが見出される。「勢欠」には到偉第十も、海勝の体に「生時果家病、室、整日不散」とあるのを機に設見し伴たのみであつたが、これを要するに生講の際の鮮微として種々な形で気の現は化た事も各時代を通じて存した事が知られるのである。なほ、この察に闘御して一言を附は期へで置きたいのは·上に映、来った中についても瞬警なものとしてど南朝の禁の世型孝元皇帝の「撃室中非常をこ（米定」e回）速の太配動熟大表者の「全米或」「及び、常人ではr南史と巻図十九、列体の制厳についての「有察気、気風端室」のやうな記述がある事で、以上は記憶に存する一二の例を思ひ学べるまいに映べてみたのであるが、気の一髪形として香報についての説のなした事も親ひ知られよう。六天·天女及び神·神人についての説話上に孝察を試みた光や氣や香ひなどに比して、思想展開の上からはやム後に愛達したものかと考へられるもに、その生謡を天に闘聯させて表現してあるものが一三に止まらない。面してその天はまた天女となっても現はれる一方に、それと幅めて接近した親念に神、神人の類があって、古文献の上にはその表現を取って現はれるものも触少でないから，こAにはそれらの實例にも言及することとしたい。先づ、天の文字を以って現はされてるるのは『史記と巻三れ、管世家にある「唐叔裏者周武王子、而成王券初武王員，叔農件，金時，刻和即，玉，日、余命女生子名，度，余員之摩，及、生子、文在其手一目異、故難因命、之日、実」なる説話で、南朝の梁の任訪の傷（乗書」絶十国。「北史』後玉十九、）にある「父逸済中散大夫鑑要我氏、你臺終、夢：有，衫族蓋1四内，给，白知關，共一鈴落入。要懷中上心條動，此而有娘生所」の長制も妊娠の由国は一鈴の慎中に入った事であるけれ共、駐鈴の彩族蓋が天より整ちたのであって。それに天の薬あり、同時に天の鈴であるところに雰通と難い意味がある。然も、天とし云へば機れ天子と闘勝するものとこそ思はれるのに、全く儲んについてかやうな物語の遺存することは、かいる設語の意義を考察する上に特に好値の参考となるものである。また北間の文帝について「周書ご巻一及び『北史と巻九に特しく、世日王氏一学五月衣夢 抱、子昇，天機不」垂而止上審而告，繼皇帝一喜日難」不、至，天貴亦領炎、生而有照新，如警、下要、其」と逃べられてかるのも興避の潤からぬものがある。天女について設かれてかるものに。北鍵の始面酢元皇帝に関する診話がある。『銀書と巻一も「北忠巻一。體本紀もその文は相近いが、前者がや、委曲を盛してわるから、こよにはそれを引用する。和初理武臺帝、帶事，數萬騎二田於山際，就見、標解自一大而下，蜓至。見，美婦人、侍衛基密，有異前開之高日我天女也、受，命相問，還阿衰宿，且請，還日、明年馬時、復會三此處，言慈術洲去、如國雨，及期先所，田慮；果復相見天女，豆断，生男，授、帝目，此君之子也、普養國之二于孫相承、對世爲、帝王露能而去”于都始醒地この所体が+、乾話的展開の所しでわることは。誰しも一陵して知り得るところであるが。その本来の中心と悪催される天との開带は如何にも明膝に維持され描离されてかるやうである。天女の設脂について思ひ起す9せ亦かの清朝対副に闘子る体説である。今試みに『三の査き」太風起の記載を掲げると（上略）愛新環氏、銘野南會賽、先世發，鮮于長白山－（中）山之上有，護、目購周人十風職教導同愛渉三江之水出藤、（中略）其山風勁索素、每，夏月一頭、山之戰最讀身共中山之東有布庫曜山下施，目布爾期到－相傳有，天女三長日國古倫“大正古倫，次佛康會，將，子地最，有，轉，果熱李女衣…季女愛之、不い思、世之地…令日中い席装、衣、忽日入、総有身、を二一難1日、告身重不提飛异，奈何，二姚日、吾等列他將；無他嘆、也、此天授三兩裝，使死身、來未，開，言已別去、修成艦一男，生而能質、我而成長、母鮮き子。以4來果，有，身故，因命，之日。改姓愛新発疑、名布水理確願この所等は慎症した由因は神義の街むところの米果であるが、その懐難した者は天女であって、二つの設語の理和したものかと考へられる。が。それは見も角としてこトには天女の子であつた酷を注意して置いて，黄料のはれたのを識として、大に軸·酢人に闘する事例に検討を加へることとしよら。先づ「脊等との例を整げると、その「+大医泰素」前察録も丈書同と）符整の依態一百十三に「風装從石を點從、難，子衣實風一其母有氏害激，濟水一斷手子於到門的團；其衣警感，融來，因而有承，十二月而年、監際神光－自天婚、共庭こ」なる静と交って平むといよ週例がある。また、「北史」倦七十一、階炭室議王列海に「だ舊太子昭魂帝長子也，初文帝以，關臺三年四月與午，熱自，大兩障五，是天神等生降、需賀，輸兼感以之及閉，看如来、并，有+頭、迅導大翼官之李須二韓年国月文民而生、略，警、於宮中，建大育主こといを認あるし、『露五代史」第三十も、唐書第三，症宗記のうちには「毎目：反簡皇書局氏1以唐光等元年、酸在る冬十月二+三日獎真；生、帝于普勝宮一姓時、警后常，人鼎次轉，扇夾待左右一觀露之反、紫察出，手－皿及総，製見に機税奇特、沈厚不舞、武鼻特所：簡愛こなどいふものもある。なは末朝の天子について。神。難の現はれてるる説語に度家本紀卷図十六の「基間図年四月九日生、手期興府裝略、初策文泰王夫人全氏＂熱ड加宿命：这系，然非改家開5有、關發王夫人盛氏、警自日光戰，東堂，是夕弃國大人資氏亦券：神人失衣難二龍新俊中お日而有、疑、及、生、室有赤光上があるが、これは診間の種との分子が選成してるる觀がある·ド长史「金史、及びっ元史こに渉り、触人にっいての例を列配して見ると
（1）君質字文素、大省宗装人、父守遇鄭州防寨判宣、質生之タ、母夢神人投以ミ色九産能治，何察一数授生特：日来然」●三印国十（）（1）年得桑字希言。世層，桌州，高配仔鉤事，聞，爲，建州刺史八還案，浦號，得条体方誤、勢章山過：神人投以玉令，及生，父典復夢三來庭積、術如叫、長而好，學，獎卖表、好人莊重、進士及第、爲大理評玉（先」1四+1）（1）इ字南仲、京潮制健使方之子、初生時、支夢之測岳神聲，共素：方在、美階一命、突事督飲套共養小時奥兄范、便有、志事功八方器之、酵、鄭清之全子オ、葉之師…（家息』●図町十や）（E）宗準最量旨徒單民、共先京星開刺人也、（中略）后以皇続七年、生三子速勝，母券神人授以、覆珠；光態端気、既察而生，虹光經手庭，（金定」＊六十回，要）（五）小雲石海選家世是，風阿風海理等一共父老國＆萬会，名質只要，小雲石海選，途以真信氏自號、母康氏衣警飾人授兰ミ大展，使、存之。日前有，難、及、生、轉彩秀異，年十三三、静力慈人、aR」列等输川+）（六）割因字数育、。保定容城人、世得電案…（中膚）逃（図父）年四十未，有子、嘆日、天果学我業有子必令感、書、因生之タ、遠夢子融人馬較二一見、至，其家1目導養をる、既愛而生、引先を同際、難十ん）など何れもこいに聞題とせらるべきものである。明期の太風の事につき。r野き」巻一には母隊氏方、報、夢に剤長熟1如一量、拿中一有光、を之、落口館、容無一及産証、鋼と韓、寒一丸を授けたものを夢みたとあるが、この事は太配の意処を始め、「象朝本配、一天演王際」などににがあつて、静の文字の使用されてわないものがあるが。今は一感r明史この記述に依ることとする。野朝のドやは心68”（1）院品字舞存、上元人、父素等。命聖北身：母事、韓衣時入の室、生、岳遊以名、日引」1四<十川）（1）王守仁字伯安、餘號人、父華子養理、（中響）業性孝、母学年百歲率，、華已年七十能、網農苦盛食，十經多之、守仁線十四月而生、直世夢」前人自，農中，愛」見下因名雲、五載不，能言、異人州之、更名乃言＂（明定、一百九十时＂（学）（1）条然治字仲等，海塵人、母夢、神人舞戈於庭；審而生從治一臺，高麟三十五年進土險相城知難、果言常（国11＂宗）なる耐人に薬する帝王体説にあらざる事例を撃げることが出来る。なほ、清朝に入って後もかの『三調査』車副の療L又麗之前夕、大鼻太后夢一飾人抱二子、授之、日。此整一天ド、の期射ら上に事院し来つたものと相等しい例である。また、神とか神人とかに響ずべき常人ならぬものと関係させようとした思想と思催されるものに次のやうな断例が見出される。即ち、「未史」整図十一、理宗本記の「父希電、進手對察王，業、手報興府山監顯；睡全氏、以陈元年正月發業：生，昌中虹斷里第一前一夕，裝王夢三一業次金體人來調，比寫，在業米，中米然、赤光屬、天、如1日正中一既館三日，家人聞、户外車馬繁一亟出無所、暗ご」とある加き，『明史とに「韓文字真き共調人、宋宰相琦後也、生時、父夢。業友人抱道支産博二至。其家故名、之日、文、（毎一百へ十さ）及び「確整学德週、河津人、父員，洪武和質，質，爲，元氏教資一母奔夢一案次人議是，E而生質，性質數、南就熱我之詩等…帆成、調、日配、千百言」（場三百人十三）とある如き何れもそれである。同じく仙人に開勝させた例としては、「北周書」巻二十九と「北史と巻六十六とにある高味体がそれであるが「北史』の記載の方が半旬情にして副用に腰するから。それを一警すると、「高酢学拳型、其先高麗人也、生燕；又時、護，慶，然測買氏，執母警較，製過英，過是二一万，光彩期調，謝強以時、是攻夢，人、日夫人向面將米，之石，是学警之精、若能實持、必生會子，其母資著，華命法汗，我而有、我及因昔手、季照，薄」とあるものや、「未史」巻1百六十六、列等の「李至字言養、質定人、母張氏管夢ん他ぺ自、大噬授1字圈，使4存、之、及、痛、過若、有星物在帽中一未、幾生に至しを離げることが出来る。次に道土を言った場合を例示すれば、その明談なものに。『宋史」卷三百五の構像傷の「直文過、南唐州三償將モ，文選率 動ギ自語、養玉山人、來謝，未，養優生有、毛技、體、長尺診、輕月乃落、能言以經口授、議節成、調」があるし、近世では、「天波王際』に明朝太風の降薦にっいて「天際元年皮反、龍業婚築九月十八日、太鼠商臺者降麗，先是、陳太后在，素導一是因北有1，和：修第動质，虹服象簡、來場中些自丸…警手中い太后間日、比何物也、迎々日大丹、你若要時、時員像一丸…不、意存之、忽然不、知何挂；及祭選、白東自東声，真、室、長春症宿不散（下唇）」とある。而して、ゃ、領療にあるが、王文昨の「龍具辣品（円像常細」●さ+1）の設くところは。道士の現はれることのみらず。説語的興も量かであるから。念のためにこれを引用して置か心悶州有檢家教一嶺下有，离、際風書國，其中，有三道士過。指，臥處目，若華，此對天子，其能日何也此地氣露，試丝：枯技、裁、之、十日必生、薬、呼，願顧，鬼日，放問吾言平，照凰件。戦、乃些三精技，操、題風快之、十日果生薬、熙題技去，另以描技，押3之、二道土復來，共從日棄何不生地、目必此人技者突、關題不、龍、慶。道士日個典衰，非，長文體，突，明日改有，開，沒當離此，生天子，關配需，果得葬、葬後土自薬爲、獎、牛盛陳后孕：太鼠，會言此較有天子無二仁鼠徒反時，生子肝益樂；（窗）かくの抑を所像が明朝の始風についてなしてかるのは如何にも興映きを髪さる.なほ、この節に映べ来った静·神人、もしくは、それに類する者とは示い離いが。便宜土ことに附館して酬るたく思ふものに、老齢とか、衣冠丈夫とか。さでは或る史上の偉人に結びつけて人の生離を設いた記載の存することがある。个必ずしも時代順に従はず。相似のものを一括して逃べれば、（一）r競書」幾十五、昭成子採の内に「難五子确，初費，争氏有，資，最傳，後案業、夢1知。，告，之日。害服故一子，知愛而私喜、又聞，流者－速者日大吉、未、養而生満」と老命をいい、『周書し場十九、学文世の列等に「世母初外中※s有、老人、瘤一見、投之、目島、衛長子、神、舞豆貴“及生、形期、所，ॐ，故以三え貴字」之に（北良」番六十旨女）と老人をいふものがその一である。（こ）天に「来望」参三百八十五の割沈傷に「沈母夢衣歴丈夫日年相公来日前有、誤、愛生抗、及、生、側念任気」とあるものや、回じ害巻三習三の范練の海の中にある、従鼠感の恢に「風字弹用，一名事得，共生也、卧一億丈大資、金中1人農宝、日。再填的世珍的。医見唇，名」とあるが期きは或る丈夫をい点例であって、『咧史」巻三百七十図の史可法海に「史可法字激之、大興詳符人、世納友百戶。風應元舉，於，一直實平知－有高一過，其千從質一目，我家必是，從質發尹氏有※文天鮮入：共食…生1可法1以。基問」とあるのも相特しい例でその三である。（三1特に目を立てて第三とする程の要はないが、たど便宜上前のものと配別して置いてよからうと考へるものに。っ元忠」後六十三、張孔操日「張孔孫字夢符，共先出：遠之身若第一爲，金人所。井，邀遷隆安，父之純、爲東平高戶府參議一夜夢識子幽得島嘉果？日前刊孫生、因写：名於行聖会：総名、今名1転長以、文歌－名」がある。これ等に何れもその名の由って來るところの説明設話であることに氣づくのである。
七 龍鳳などに関する説話
次の類別として考察を要するものは、體や風に闘係させた設話である。その生議についての総話として比較的古く現はれるものは、『史記』巻八、高配本紀で、皆く知られてかる如く、漢朝の始配たる劉邦の生護さかく記てある。
高直消舉邑中隨里人、姓劉氏、字季，父日：太公，世目、劉望二其老到想，背長、大澤之，，；是時
常電略天、太公往説，則見，較體於，其上已而有，身、還生高配一高配售人隆準前範＂（K।）これ文に現はれたところをそのまっに解すれば「夢興跡過」とあるから、前の神に調時した事を考察した感に達ぶべきやうにも考へられるが、この説脂の上ではその静は即ち安龍であるらしく、むしろ蚊態によって膜るあったと解すべきものかと感はれ、そのためかあらぬか「漢書こでは「世還背長大際之該長時電電略买父な公往頭、則是、交麒於上…日而有、振しとなってわるので、龍に関係させた場合の一例としてこ、に示したのである夫に·『前漢者と巻九十も上、外成列像を見ると、「高龍薄姫文帝性也」の築に「漢使置參等異、我王約式爲、都，而簿姫藥，繼案”約已死，漢王入三織室，見，薄類一有、留。內，後官二歲統不，得、类、始姬少時、與，管夫人
趙子兒，相愛日，先貴母相志：日的管夫人越子見先幸，漢王；漢王四年，坐河南成早藥濟，此兩獎人待。相與笑，攤類初時約：漢王間，其故、開人長ど，我者、讓王心快然等、養滋是日召家、持，之，
是管復也、吾葉、改皮、之、遂幸有、身、歳中生文帝上とあって、この前に「我想的、美文器宮ことあり、其女は部之養題であるが、韓王約は初め漢と遊宅撃ちながら、理なく、楚と連和したので漢に討たるいの腸に適ったである。それは更る角としてこの文帝の生露は明かに龍に開勝した設話である。然も。この能は配に思想上明かに天子と端合したものであるが、之に反して大朝の「楽書」番五十一、胸弘最の傷に記されてわるものは。天と結合された龍の思想には関係のないものである。即ち「陶弘景字通明、丹陽抹陵人也。初母※：考脈自換井見、解天人手数、奪態来至美所。、日前有、類、総産、弘業”効有，感議上がそれであって。何等天子と開勝のないものにかやりな設器の存することは特に注意すべきである。また、「北身書」参え、后記列織（」十区屋おには奔食明皇后表氏につき「太后凡卒ミ六場三支八督感熱受、文疼則際二龍、3、文宜即警大電和成天地二義，口動，目，勢狀入人今，孝開則容、觀載於、地率，最成則資，龍濟，於海要、強三並警月入優唇」と配されてわるが、これは王宝関係の事なるが故に。かくの如く文筆上の作爲を敢てしたのかと考くる。これらは何れも使年の原因として観を言つたのであるが、既に妊娠して後、即ち炸中の事としてそれをいものには、次のやうな請事例が得られる（1）具主續濟夫人、會霜句掌人也。父資更、坐、法死，夫人與，她俱參、機索，確是而員、之、召老、有談、夢。有1以、龍頭，授、已者己域，積康，愛之、途生、孫売二（三國」大）<11）（南春）世風武量者，錄國、字宣遠，太風長子也、小鋒龍完，生，於建要青溪宅，共夜陳業后概略后回熱龍葉、屋上二故字上職（無所資止身三、本記。「謝定」を国、考本記、香）（11）（ ）太宗文武大型大廣半最帝，路世民、高面第三子也。母目三大發願型皇后費氏；階開臺十八年十二月戊午，生於式功之別館二時二能數於館門之外三日兩去。（事度套會，本（四）（米）英家（中略）母目仙遊縣君任氏，関道元年正月三目，生於宜平坊第二初態夢兩龍異日並露以衣い受之、及、帝生，赤光溝，宣、或見，資視遊光中二（定き」本製e粒+川）（五）（米）理家（中膚）凭難三日，家人闘三外車國雲－亟出無所，時、幼を整表、人念見」離と如能（米庭』本船＂＠四）
古来離影の階一とせられた龍についで、機に言及して置きたいのは報についての設語で。これは私の湾見たる噌の例を数げ得るに過ぎない。それは「跳善と巻七、『南史」巻十二、に記載されてわるもので「高直宜皇后葉氏韓要兄，奥異島程人也、（中略）后母蘇穿過，道士ど小魏、進日、光米五色、目三年有後、及期后生而紫光照、室、国央、韓所在こがそれであるが、これは道士を設話の一要素とする臨に於いては前に論らふべきであつが、等ら報こそはこの設話の一中心き信すものと信ずるが放に、戦てこ、に逃べることとしたのである。そして翻がかやうに設話上に位置を占めた所以は、全く一種の業的なものとせられてわたことに由るに相違ない。なは、同族な思想に由来もるものとして、史衆に風をいふ場合が見出される。その一は「陳書』警二十六、徐陵律の「母成氏学※1五色雲化写、風集左月上…日前態、改置しである。が、これは禁の事で天線と関係づけて考へることが通営であつたかとも思点が、風の例は多くないから、故意にこの族に加へて憶かう。面して、この認事が「南央』整六十二、祭露の列体に加へられてかることは今更いふまでもない。風については、この外に「米史と后起列傳の「光家慕境李最局、安陽人、慶速軍節度優謝太時道之中女、初后生有，職風二集道督前石上道心異之、逸半、后目風娘にや、同じく『宋史」巻二百九十五、良少連偉の「其母管事風装家庭一癌而生烈及、兵类委衣、個係有、齢」の如きがその例であり、特に後者が世の常の人である脳が注意される。今若し特定の風に限らず、その親察をやい数げて、瑞島の上に及ぼすことが許されるならば、なは111054最げ得る。即も「宋史」巻三百+三、高野療の「初母韓有，與，夢雄族都離，郵習14有天散，0，－少館受有大実、范仲感見而奇」之、日主王佐き、世」とある静間はその一であり、同じ書巻三百六十五の岳飛体にある「飛生時、有大高、若。静、飛奈：室上二因以塔名」とある能の如き大高がその二であり，完忠巻回十ギ王感炼の「弱始生、有大島：止於庭二療先生張大覇日勢也，是見共有大各、乎、因名之との野はその言である因に想ふに『元史と素会補等（羽修、参六+）の「母留事五色豆期入口韓、整生公捕ことある五色豆理は、玉色風の加を職々を職想しての記進ではなからうが。所調囚策即ち能亀眠取の内、出生設話に開係づけられた龍報風の事についで、大誤。大蛇を言った例を附記すると『警容』卷一百十三、戦記の存俺の条に「初母老氏夢大駅、而率」之、及、長興果優弓馬…好龍善しなるは載がある“併し、大藤が何故こいに我れたかの所以比知り難い。たど試みに部見の一端を隊べるならば『詳認」小雅の新父、新子の内に下，苑上，葉、乃安、好幾乃程、乃與。乃占我夢，吉夢業何，推娘維跟、維應維とあり。まだ香大人占之、維能維談、男子之鮮，維鸡維蛇。女子之鮮とあるところから、醸を拉し来って説語上に位置せしめたのではあるまいか。次に蛇を言った一の場合があり、例へばr警書」巻一百二+一にある李離にっSVe「単漢出（堂）※先績、其身：塗有、卒上（十六図泰秋と汤録にもこれがある）や、『元史」巻六十九にある張症能についての协兵氏有、額、見皇長蛇敷丈入三端下忽不、見。乃驚南菌、起機一効従、共父製上の如きがそれである。これはが古来一種の薬的なものとされた事から轉化した設脂であって、この場合「拾進記と巻八にある「張承と数時億永之時，無，輕中，遊立測，之際、忽有自然，長三尺、跨入二舟中一母就日、若經、吉能一勿，體，我；離還、重、階房內二一宿頭之、不，復見蛇、際而情、之、離中相調日、昨見，張索有二白機一業國入以和母；低使並、之、速ぎ日生吉辞也、蛇録延年之物、従、室入鮮、自下升高之象也との如きはこの種の思想談の上から異味ある設語と信ずる更にや、上述のものとは趣を異にする、植物について検出し得た物語を最げると、『剤良」後+三店妃，さ「緊文献張身后請創素、范陽方域人也、（中略）后以，來元燕中一遠於文帝，生長沙宜武王，遊水購州生重帝八方承忽品，慶前真溝花。光求非常、難報侍常，皆云不，見，后目常的見直痛花、者書、言食一因歌是月生、武帝：將、重之々、旨見、庭内、著有衣歴、時到高」とあるものや、でr書」後九十五、募家時子「臺班太子導、等家第二子也、本名成義，母辦氏，按應宮人、好之初宅，則天容以示體高題；煎題日此見＂中拡大樹之精、養、之宜兄弟一即天蒸憶、始合列た於兄弟之大ごとあるものなどがそれである。入、常人にあり得べからざる事並に奇異ありしをいふ説話支那の史籍中に往々散見するとこるの、普通人ならぬをいよ設話の一三の形式についてことに考察を試みるとその第一に母の時内に長い間わたといよものがある。以下簡車にその賞例を示すと、先づ「前裏害』巻九十もーにある「孝武的+越貨仔、昭帝辞也（中略）號日藥夫人！學夫人進導使行1層，約t資一大有肌、元昭奇、壁、钩でチ，缶鼻+図泉面も」がそれであるし、却何なる理由かは関かにし難いが、管代の露話に特にモれをいふものが多く「管容』に侮ふるところに大のやうなものが存する（1）指隆字文際、馬門人、父方強門大（९1）（1）＼申太幽中，共王（算要國王）號安、遺チ入传、安大人，品.さN爵世子八會少而野傑（第九十や、国）（1）翻元海，夢F豆所，見魚、慶婚人、左手把三物，大如平鎌子，光最非常，要昨延氏，元灘之母目”此是
（四）（措配）其母荷氏（中盛）警奥、韓交二因而有，李，十二月前生）整戦（1四+川）また今、前に掲げた罰録に李雄の母議氏が大蛇を夢み「途有乳、十国月前生」雄」や、基洪「神仙体」老子の体の「或玉母護之七十二年、乃生（中啓）而白首、故調：若子しなどもある。後者は若子の名から附食した作い患華『博物さ』二巻。外園の係にある「大人国，共人※三十六年生、白頭」などの全然総脂として展開したものが参考せられよう。これら以外に上に設く内で記憶に存するものに、『蒸五代史』の後唐の武后につき「在姫十1月上ゃ『元史」黄滑得の「母食氏夢1大展索子陵、乃有，板、際三二十四月、始生酒及び「明史玉きと教日仁銀十四月前生しなどがある。これらは何れも常人よりは長く飴内に招まったことを言ったものである。第1には、生れて後、要見にあり得べからざる所作があった事を設いたものを離でべきで、或は『武記』州本記の責者につき「生而跡震、離而能書」、帝要高半，来際の注に所調「生而神露、自言我名この加き。攻は「管春」幕客様体の「年未、朝冠1身兵八尺二寸」。如き、競者の太配道武帝につき「帝闘而能言」の如きが、その例とせられよう。また「唐書』（新、を至十ー、喜、垂七十た）太宗資妃徐氏の「生五月能言」とあるのや、『遊出」に太組を「及、生體如1三歳見」とあるのや、や、越を異にした設話としてr宋史巻二百五十八、警に「準始生閲歲、父母以，百玩之具、壘，於席一觀我所，員、形左手持姐其，新須取三印，他無，所。國、人會異之あるのやが、何れも相似た思想のものと示へょう。「明史とには李滋体（巻一百二十の）に「対＂離長a」雨玉傳（巻一百七十五）に「生有等力こ」の如き表現のし方を用わてかるが、かやらなものは古今に他にもその疑送しとしない。『三朝資郷』には、例の天女行裕についで「季女佛康倫李南，一男、生而能賞、俄而成長」とある。今はたら配憶を巡って例産を求めたに過ぎず、かやうた例は往々見るところであり、こいではその事質を代表させる形拭として「生而能言」を特記して置かう。併しこの場合、「著唐者」後一百八十五地元傷の「初生時、重資不、器い営、相者日、語週者神定、此必皮大器1也」とい点如き思想の存した事も一感考慮に存して置くべきであらう。第三には既に本論の最初に一習を費して置いた、間本紀の菜について離書に乗てても過ぐふ馬牛もこれを避せ氷上に匿いても飛島がこれに庇護を加へたとい品事で、これは天命ある考に加へられる天の加護とまで式ひ得るか、或は寧にかいる形で偉人を云ったのか、何れにもせ上一感注意すべきもので、夫触の東明王、その一澄等りある高勾露の朱環王の設脂も間じ意味を云ったものであった。その他、以上述べた中で一二記憶に存するものぜ『前漢書」外成等に孝成趙臺后について「初生時、父母不、影三日、不死、適收養」の如き，「後装書」何臺心起の「時王美人任類、長、后乃取、養欲い除、之、両齢安不、前」の如きも同様の思想を異った形で表現したものでは
ないかと考へられる加き、その一である。また、同じ書餐七十ー、表朝得の「生三日、連天下感い紫とに数日兵解、珠在眼、翁筒気息、達收妻之二及、最好、最學一博通書等ご」の如きも、また威禁に盛へたことをいのであらう。更にまた、『唐書との安膝山準にある「反、生有、光願，勢隊，再歌変鳴、望、気者言共鮮一范陽節度使張仁愿、最。姿应質一欲、主装之、医而過、母ど、韓所品命、途字帆華山この加きも一の試練に遭逃した者いあることをいよのであらうし、『来史』岳飛体の「未、漏月一河決：內資八水壘至、母筑抱、飛坐理中，類構及社得発、人異、之」。却きまた同様の思想を病してわるものであらう。なは、明史』巻二百図十、薬同高体に「同高、打紙、難、像建”生、重夢欧阿中：戴調，死、観有、神期、之、撃、両際十一年進士」とあるのも－感こいにwせられよう。なほまた、割、母左験、而出生」のやうな配達もあるが、特にこよに論らふべき程の重要なものと顧め難いから戦て省略に従。
第四にかやうな雑期の話話を影げた捜會に、念のため一豪言及して世きたく思ふものに、生るとに驚ってを或があったとの所始である。即ち、その一に『三國恋と職志、巻五、文畿郭最后の係所引の注に、書目」としてっ信以、裏中平元年三月乙即1生、生而有、異常ことあるものが存し、その三は「発書」の武帝起の「所疹野野骨園上魔起」であり、その三は、『強書上髪后列体の文成元島后李氏についてr后之生也、有異於響人ことあるもので。その四としては時代が下って『明史』巻一百十三列体の石乎についての「生有異然、方面管額」及び、や、趣を異にする『労史』巻二1五、列等、唐販之の「生有真具集一精長、治宜、草籍にの却きものある。併し、以上は低に考院したところの中で記憶に存するものを離げたに逸ぎず、精査すれば参くの事例が得られることであらう。而して、かやうな設話は必ずしも修大な人物なるを芸はんとするもののみではなく、そのある部分に。出生に際して現はれた程離的事質がその影を投じてわるものもあることであらう。

九 結言——この種の説話に對する一解释
余は以上敷節に渉って、主としてその史料を正史に取り、従来給も史的事賞なるかの如くにして、問題と言られなかった生露の設脂の真集に努め来つた。即ち、その通程に於いて、先づ、（二）日反び月を慎率に腐離せしめた請事例を製げ、それと共に同じく天界に鼻する星及び大電の類に及び、大ぎに、（二）階就の光に開する愛員に富む説話と、（三）各額の新についての多様なる設話とを例示した。然して後、天をい点例に及んだのであるが卒酬として想へば、これは、天象開係の日とか月とか屋とかに先立つて、考党を整すべきもののやうであるけれ
ども、かやうな問題の考究に際しては、思想展開上寧るや、後代のものとすべきではなからうかと感じたので職てそれらについで、（図）天·天女を考察し、それと極めて近録なる瞬係にありと信ずるが故に、静·飾人の我現を以ってされてかる診話に及び、夏にその常人に非ざるの故をどって。それに類する繁衣人·側人·道士をいふもの、総に史上の億人にまで及んで村を取ってある次第を考へた。然るに、支那にたいては。龍や風常報別される思想は、その由來決して選いものではないから、かいる院脂にも現はれ乗ること蓄然なるが故に、の龍風に明するものを設を、附するに形、蛇などの類についての一二の詫脂を以てし、最後に（六）常人にあり得べからざる事速に奇具ありし設話と設題して、その酢の胎内に或は十三月、或は十三月、或は十図月など長をに渉って留まってねたるのと、生れて能く言つたとか、生れて成人の風があつたとかいう、愛兄にあり得可からざる行露を現はしたとする諸例を観、最後に生話の際に徴との試様に遭ひ。然も何等の害を被る事無かった難名話と、いろいろの寄異もりしをいふ所体とを紋述し來つたのである。然も、その間たど郭賞を剥列するに念にして、凡てその解तもしくは意義考察にあることを避けた。こiに於いてか、今議く以上要述し来った却き設話が、その由來を如何なる事賞に緊ぐものであるか、將ぶそれが、恰も、史實なるかの如くに戦録されてわることには如何なる意義があるかなどについての離見を開隊す雪場合となった。併し、その事については、余が舞に丕にした小考の中にも言つたやうに。B.S.HARFEAND氏の権威ある見難が覆我されてかる。即ち、一八九四年上排さThe Legend of Perseus， Vol. 1， The Supernatural Birth長び、その後約十五年にしで出版されPrimitive Paternity； The Myth of Supernatra Birt i Relation to the History of the Farmily の所編は、共に＂supernatural birtihを對像とする研究であった。而して前報に於いては、革木·島默、岩石及び日·月その他の光に擦るとせられた異常出生設話の請身例を説明し、Spcransformationの現はれとして生と死を取扱はれ、後者にあつては、一陽交曲を畫してそれらの事賞を説明しかねて、上古、未晴民族の間にもっては、像粧の原因が知られなかった事館の考究より。ほを中心として。生にを管む家族、即ち母備中心の家族より漸次に、父中心に書まる、漢族、父種の確立に歪る道糧を考察された。今更論らふまでもたく近世に入って社會人類尋の距道に作ひ、幾多受徒の活動によって、就金設達。脂手實に謝して興趣あり、且つ檔威ある研究が相次いで寧界に拠示されたことは。この上無い近来の快事であった。併しその是非は今暫くこれを措いて、更も角異常出生設話の存在を、かく密接に、人類に於ける宗族役迷の途程に離送せて乾明されたのは正にHARTLAND氏の一見論しして推露すべきものであらう。ともあれ、余は今、氏の家族發達の設に追従しょうとするのではなく、以上読事例を経述し来った設監の由来を解くに書って、異常出生設器そのものに劉する氏の見解の根本たる文化の開強なは未だ幼雅な民族の間にあっては、機ね模妊の由って来る原因の認識を読いて居るばかりでなく、一人の糖女が多くの男子と接する智俗を記しない文化階神にあるもの、間には、性交は日常普題いりあって、自然像妊の原因に對する知織が乏しいから、或は像難したのではないかとの意識を起した際の、換言すれば、僕紙を最初に変識した際の周画の事物にその原因を時し、或は子を得ようとの念願より行名各類のmagie の素料にその原因が存する如くに思権し、とAに車本、鳥無、及び日、月その他の光などに使部の原因を勝するところの設脂が生じたるのである。との意見を有力な参考の費としようとするのである。支那に於いても。以上製げ来ったやうな説話が、HATLAND氏の説明されたやうなな育にその起原を繁もである事を斷ずるためにに、上代演氏族の間に於いても。慎難の原因に封する知識を飲いてるた上いふ事質、及び子を得ようと希品magiが行はれたよいふ部育の存在を立産せねばならない。而して、前の問題についてHARTLAND氏が報めて豊席な育師を示されたやうに、廣く他の民族の間にあって、然りしが如く、上代漢民持のうちに於いてもその知識ポ不十分であったらうこは指調に難くないし、また一方には相常景かな合理親を担模しなだら。上吉に於いて異常出生院脂を以って哀る人物の傷念の愛響を排って怪しまたわつた事賞から選してェたその事賞の然りし事は容認して大場なしと信ぜられる。大に一考を要するるのは子を得よらと4magiev存否に関する問題であるだ、確々の意味で託に設達した思想の潤色を多分に含んでかる支部の古文献の上から。不遂がに子を得ようと希ふ呪衛の例識を示すのはや、園難であるが、前に一度び引用した「北関書と反び『捉別」にある高琳の降に群の母が、酒水に破探した際に一石の光彩明潤なるを見て珍持して離ったところ、その夜衣態の人が事枕に立って「その石こそ浮察の精にして。もしよく寶持すれば子を生むでからう」と言はれ、僕にして頭があつたといふ設話は、その記述の上のみでは、なは明膝を缺いてかるが、もし進んで幾分の臨測を敢ですることが許されるならば、その母が「彼喫遇適」したのは粧類を阻害するevilspirtに動する水をめてすparicatin であること推知に難くないし、その破察に伴って天投された評野之精なる石そこはevilspirtが除かれた後に慎妊を助ける一額のamuletであった事また推知されよう。しかし。この導合さやうな石が優装を助ける一種のamuletたるに至る通程に膝測を加へるならば、その種の石は恐らく捜妊の呪衛の材料として明わられたるのから韓化したのであらうと推断される。この所見は、全く余の一私見に過ざないから、假に一步を謀って、上代文都に慎率を調ふmagiaの一種として石を用わる場合がなしたらうとの推考の當否の決定が州識で、その問題の推断が不可能であるとするならば、これは一感別の側面から観察を試みる要がある。即ち、子を希ひ、また新る事度の強討こそ。との場合試みらるべき方法である。然るに…上にも言及していた切く、r管書」の割弱の停の中に「的要呼廷氏、韓落子中断手於能門ことあるのや、同じ書にな堅のはの荷出が「管遊、遠水…転手於西門約前ごとあるのや、安議山の母阿史養が「脳手於軌嘩山ことあるもの及び李自成につき「父守忠無子警於華山こ」とある例などから考へると、安部に於いても子を新る事はあったものと利ぜられる。加之、支那のやうに古来、家装制度が重要な意味を有する社會にもつては一層闘子の出生が欲求されたととであらうから、子無を際には、あらゆる方法でそれが求められたであらうことは想像に難くない。かく子の産まれることが希求されたとするならば、古代に於いて、將亦後世に重っても、民間の習俗として、探らるべき方法の重要な一つはmagiであったのであるから、以上のやうな子を断ることが養分なりと史上に現はれてるの事育から並推して、献みに文郡にあっても子を希品所のmagioが存した事を推断して。大なる進ちはないでがらう。皆て会は前に言ひ及んだ小考に於いて、競朝の願放と契の愛脂に於ける明はHATLAD氏が世界各地の域の例を影げで、卵のproductive pverは一方慎妊を寶すためのmagicの変料たるの勝因となり、他方、直接その力を得で懐証し、もしくはそれを確賞にしようとしたことを立醒されたのと全く同義で、後に『本車報目』のっちに「難子…安胎治：妊娠」などとあるから、恐らく卵が遠い世に壊妊のmagicの資料とせられてかたことにかやうた配話の由来があらうと論じた。また、周朝始直の話の足隊についても前に言った小LFEAZER，TYOR
雨係の著害に、地の民族の間で足跡にあるmagical powerを認める事例が数多示されてかる·世L HATAND氏の設かれた「白算韓ArdennesなるSpaにあるGroesbeck点の傍st.Rermacleの足跡とい品護ひあって、子を顔ら期人は九日階このSpa変院を訪れてその泉水に喉を調し、旦っその折には一足もて必ずそり足齢を踏めば、震路やがて現はれて慎遊すると信ぜられてれる」などの事質を参考として試に一感の無職点べたが、もし假に、周朝の始直を生んだかの警原が、野に出でて巨人の職を見て心駄然として好んだとい4のは百来の習俗としてこれを踏むことによって或る盤力がその身に替入し、子の得られることを知ってわた態めであったと解してのみこの字旬の意味が解けるので、この物語にはその事賞が反映して居るのであるとする殺見が貼でれ、然もそれを踏んで懐姫したとある事貸から並地することが許されるなら、然も民俗としての資際は違かど題くして害人の観野には入り難いが、悠遭の古代には地上に印する或者の足跡を踏む智俗が存とたものと推さよよう。然らば、その賞切はたど或る飯件を具へた、さまで特殊なら丸常んの足跡であったであらうが、知證の増歩に伴ひ、さやうなものでに満足を得難きに至り、終に世の常ならね不影障に大なる足跡が空想せられ、大離とも巨人の廊ともなったのであらう。であるから、最切には天帝の足跡などと考へられたものではなかったのでせあるまいが設闘の感生の所感に言及した序でに、隣能の間題にも開係ある事であるから。一感言及して世くべきであらと思ふのは、設周雨朝の所像が共に「何書」の舜典に相放んで現はれてるる難と契とをその始直とすることや『史記』に至っては、段の簡秋は帝要の大妃であり、周の養原また帝響の元知とされてかるなどのことを見るとかとる所簿は何時の買との制断は下し離いが、相営新しい時代にはど時を同じくして作爲されたものであるいは髪心飯地がない。然らば、子を得るためのmgeとして何等かの形で卵が用るられたり，或はfootprin用わられたりした時期と、1無端その或る形が民間習俗としては後世まで接積してわたでめらうが一くられてわるやうた古等院の形が整へられた時期との間には。永い間隔のもったであらうことは験特に考慮の中に入れて優かねばならぬことである。部ち、余はかいる所排を解群するに常っては、是非それだけの用意が必賢あると信ずるものであるさて、余は本稿に於いで日、月、屋などから考察を起したのであるが、支那の上代に、日、月、屋なとど鑑書してsupernatural birthの設話が存する由来は何にあるのであらう。試みにそれに解額を加とるならば、恐らくミれ HATLANDE Conception by sun， moon and star の所約と同紫な思想に基づくものではわるきいか。事の理解を助けるために、とにもまた氏の所認から睡示を得るならば、古代のParsesは場光に像撃を町ける力があると信じて新察の夫態に週光済を要めた事賞が修へられて磨り。その古代の風習に類似した風俗は今日波所·中国請地方の部族の間にも行はれで層るし、吉代印度人また日光に博なの力あるを信じて日光済もした事が停へられ、且つ現代にあっても、酉北印度請地方に同案の智俗があることが戦ぜられてかる。また来。Indians 中のChaco部族中に新婚の者を西枕にして農に就かしめる習俗がもって、それが朝日の足の方から願らすことにより妊娠の力を得ることの適かであるとの信仰に由來あること言ふまでもない，2L.FRK氏の察示された例に見ると世界各地に處女の素足もて地を時むを替しめ、直接に日を仰闘するを避ける替筋が幅めて多いから、短頭に失せれ程度でしかも事資の明確を好すべく、二三。例を抗配すれば、Elsやその他の所医素部族の間で子女が年頃に達したしるしあらば身をほし、旦っ特に蔽布を以って日光を避ける習俗があり。美器New Guinea 。一地方Kabadi では首長の女が年国となった二二年は難け得る誤り日光の変射する屋外に明がいし、印度のある地方では今も女に成熱のしるしが現はれると図五日室内にとよめて日を見るを熱ずる風智がせられてた。その分布も炭く、例も枚撃に連なきばかりでおる。かく示された習待中の一要素にもemenst.ruationに對する恐怖の念、もしくはそれを不浮弱する観念であるが、また別にそれによって立産される皮薬時機にprodnetive power鼻かな日光を避けようとするので、その思想の根据に太陽に懐妊を選す力があるとなる観念の存するや勿論である。而してい月や星などに何等かさやうな力があるとする事は。余の潤見なる諸家の書中に比較的酸くとらと」く、たり機かに、HARF AND氏の報告されてssEgypte EastUgandiのJa－Luoやの例を知るのみであるが、東印度請島の部族間には星にその力があるとし、AmbonやUiaseでは洗に，Seranglao tGorgong
の人々の間では瞭風にその力があると信じてかるとの事である。かやうな踏員族の一般的事例と動比してみると、かいる院話の存することは、恐らく漢民族も上古に、日月長び星などを何等かのprodetive pwerあるものとし、その人聞に作用する一面に懐姫を膏す力があると考くドかた時期があって、その親念が日月及び星などに開聯するsupernatral birhの訟脂の根極を信したのでららら。そして、それが南大に説脂的展開を遠げて、庭に塗ちたとか。懐中に入ったとか、或は手を以って、或は業を以ってこれを承けたとか、その精を服したとかい名形となったものに相違ない。両して、またそれらの設指さ機ねその事査が夢の中で戻開したことになってわるが、これも意味あるものであるから、後に一据して解説を試みることとしょう。次に本考中に製示したのは、光についての設話でもったが。これは光にょって懐難したといふ例は比較的場生露の際に衝々光の環鮮が現はれたとする設話がその大部を占めてわた。それは見も角として、光がかえ監話の緊素たる所以は何であるかといふに、試みに言はうなら、余は鼻に先賢の所論に基づいて、日月反び屋などにprodtective powerありとされる事例を映べたが。一層その思想を吟味検討してみると、その根本に横たはる思想は日光の要かな活力を認めることに由来するもので、この場合最も重要な意義を有するのは日の光に外ならないのである。かう見て来ると、日そのものも光の調源として、主婚として意義があるのであり、月や屋も日の光のandgyに由来し、また同じくその光の原動力として奪直されたのでもる。かく考察して来ると、原始思想に於ける光の位世は、自ら明膝になったであらう。然らば、光にっいての政監の護証の原因をこれに購するものと、単に瑞後的な意味をいふものとの内、前者は金く日の光。produetive powerのanaogyから說话が展開したものであり、後者は遠い由来をそこに繋ぐとしても、今道存するやうな形を取る頃には全く平なる瑞鮮をい」設路に趣ぎないのであったらう。たどこの場令一露考摩子べきことは、我くにおまりにも整かた文化日域疑と浴して、遺憾なき電力、瓦新力の感用の総に、原始の太古から修承し來つた光に對する親念が漸く麻陣した状態にあるが、かやうた設話が割められた頃には夜の倾りが天地を開すと共に、極めて数かな控明の下に人々はもの日の休眠に入る前の一時を通したのであり、月無を眼り時景が国開をとざしてかたことは推想に難くない。かくる頭境の中にあった人たちは、光に謝しては極めて敏感でもつたに相違たいから、人の生れる際などに現れた皿然現象土の難亦人島的左光については想像だに及ばれ気い感じを持ってかたに相違なく、かとる設語にださやのな事賞の影響なり反映なりが存したことであらう。かく考へて来ると、光がこの績の設語の要素たるに至のは脱際されるであらう。女に考究を要するものは衰であるが、余は上代支那。新に封する親念は、もと静くも三因を含有してわるのと信ずる。即ち、一は生命の摂元とせられた見えざる呼吸の察息、二は日光によって残はれる蒸殺の現象し三は露察である。一が生命の根元として人間と密接た関係があるのに対して、二と三とは前に述べた光と共に天と地とを結ぶものとしての親念が重要な要素となつてわる。であって、これが慎妊の質因が明確に意識され収照加上代にあっては、ある索が上より下さって慎姫したといら餃脂の課形をなしたのである。そして、光に於いても気に於いても共に、それが漸大瑞後としての思想へと展閉するのは褒妊の質因が漸く明確になって後、古来日設話は形を改めて、或る光や気が物を徹ったとか室に痛ちたとかいと事に韓化したのである。更にそれとは肌に秋天の思想が殺迷し、天を主宰する天帝とか上帝とかが考へられて来ると、その意志を以って獄ぐの光や須が器はれるとナるまでに至るのであらう。これまで設き来ったとこるは、何れもその由来が極めて進く、遂れ原始時代の素朴な思想にその断芽を有する製念が像うに形を整へ、また確々な調色を露て今日にまで遺存する文献の上に見るやうな設語とまで發達したものであるが、さやうな思想に比すれば、やと後代に現はれたと信ぜられるものは大に言及するところの天。天女及び静·請人の説話や龍風に晴する設話などである。併し、それは古文献の上に兄る設話の形のみについてた事であって、その思想の奥に一面題めて素朴た原始的思想の片舞の解むべきるの多い事は今更縮らふまでもない。先づ天に闘するものであるが、想ふに古来漢民族の思想にあっては。天は高有の投源であって。人間の生命もまた天の主事し左右するところであるとされてわた事は極めて明かな事賞である。換育すれば、子を得ることは能く人事の左右し得るところでなく、金然天意の致すところとの思想が既に業に古くから設道の步を起してるた事はい与までもない。一例について1へば前に引用した、梁の任訪の総話の如きも。天より塗ちて楽装氏の標中に入つた一鈴こそは、天の下した生命0－つのsymbolと解してのみその設語の質相が把し得るのであるまた、北鍵の始配説話に現はれてわる天女の如きも金く設話上、天と人事とを結合する契換としてのみその意機が議如たるものである。而して、余は上に跡·神人と説明を進めたが、これは思想的にはその意義が、天をいうものと大羞ないのであって、その中には常人ならぬを主張する心理を中援とした詫話も無いではないが、また意に基づくものなるを言ひ現はしたものの静くないのは、一々の事例を頭んで切に感得し得るところであ心。屋して、それが一たび設語上に天女とか神人とかい点形を取るに至ると、それは思想上衆衣人とか、側人とか、類士とかいう、や、常人を超越した者と極めて近線た関係にあるところから、程なくそれらに関する院話く心医脳し、更にそれから現貴の武特とか望人とかに闘する設話へも造んだものと推察される。また、龍中風に闘飾させてある認間であるが、これに古來職物として理君の世に出るものとされてる、最糞人相闘の中検に立つものであって見れば、以上訟を來ったやうなものと封比してこの織の設脂の現はれて来るいとに何の不思護もあるまい。然も、能は一面に天の現はれとせられてわる他面、古くから天子と結合されてわるものであるから、特に天子に関する設話上にそれが現はれで来るのも至様含然である。風は設話製索としての意味は、龍はと顕警ではないが、それは因難の一として、また瑞島の首位を占めるものであって見れば、それに器静した院脂の現はれ來った由來もほ、明隣であらう。そして、これらが増職消島であるから、その録から他のや中国様の性質を書びた鳥戦、即も最。如き期の却合が唆脂の土に取入れられもしたのであらう。さて、以上を通観するに、設監要素としての額々の物質が子を希ふmagieにその起原を繋ぐにせよ、またそれとは異つてかの日月及び星などの総話の知v、日sproduetive powerを認めた思想から、やがてそSanalogyから月や屋にもそれを及ぼしたり、その光、その氣の力を慎雄の力あるもの、或はそれを助けるものとしたりする思想が古来支那に存したとするならば、それは決して帝王設話にのみ現はれ來るべきものではなく、廣く康の間の設話としても後世に違さるべきものであらう。余は前の小考に於いては「支那に於ける異君な遺王出の発脂は帝王統話に限って現はれてたる。であって、普通人の袋脂には細えてこれが無心」と論じた。併しその見解が製野の狭座から來た誤課であって、潔く訂正すべきものなることは、本考に普通人の事例を相常に総出し得たことにょって明識となった。これに依って見るとsupernatural birthoはHARTLAND出が他の諸民族の間の機多の例について診明されたやうに、或は子を得ようと願ふmagicに遠きその由來を繋ともの、或は特殊なprodutive powerを以って人間に作用すると考へられたものの設話から韓化したもの、また支部に於いては思想界の特殊な事情から、天に関係づけたもの、或は殆どそれと同義の神に開係づけたもの、殿び龍や風やについて設いたものがあつたが、そのうちの支物は後世天子と開勝して説かれたものであるのは無期いとして、それは最初は何れも天子に限らず、一般人のうちの或る者の事を示お院話でもつたと推察される。体し、後世になって知識が造み文運が開けて、いっしわ護妊の度困も廣く知られるやうになって楽ると、古来の無話が幾分の改愛を受ける他面に、魔く讀がってるたものであるから知識ある人々の間にのみ背く及んだ思想の中から幾分漏れて、常人のその診話も今に違つたのではあるが、機して帝王が常人より優れたものである事を示設話として古来のsuperiatural birth の詫が力めて設かれるに至ったのであらう。この事賞を今少し具機的に言ふならば、例へば、古くは恐らく懐妊の原因とせられてるた光や領などがこの改愛の通程に於いて、今多くの事例に見るやうに、全く滑徴としての意味のみ强調せられるやうになったり、最初は日が像に入ったり、月を素けたり、先が照らしたり、気が下ったりして乳んだといふ蔵語であったものが、そこに知識の進步に作4理がそれを許きぬこととなり、設語展踏上これに解決を興へよらとして現はれたのが、古来乳賞の如くに設かれものが、夢に於いて然かあったといふ形をとるに至ったのであって、上述し来のた例が大都分動のうちでのいとなってわるのもその思想展開の結果であると信ぜられる。而して、また王朝の始配を初め帝王の設脂の土にの人事に你らずに憧証され出生したといふ統脂が多く現はれてかるのは、これをばって、帝王が世の人なら大な常である事を現はし、またその神特を有することを設き。最後にはそれを天意の表現とまで考へるに亜ものと推荐され、、この難話はこ>に至って総に展開の幅節に達したのであって。象が本考を常人の例をも金にかいはらず帝王設脂の考察と題した所以もこトにあるのである。なほ、こ記が世の常ならぬを現はしたものであるとの事に因んで、一感首及して置きたいのは、最後に考嶺試みた、母の胎内に永きに渉って留まったとか、生れて直ちに能く言ったとか、要見にあり得べからざる事をてしたとか、成人の風があつたとかいふのは、いづれもをく普題の人と異る像大な監がある事を言はんとしてつの頃にか作露された設脂である。であるから、政治道傷の方面に特殊た思想傾向を開展させた漢民族の間にっては、前にも首ったやうにこれらは何れも帝王の特殊さ像大さを設明せんとしたところに究極の中心思想がるのである。最後に、今一言を費して置きたいと考へるのは。上に事例を離示した際に。その名の設明政語の場合秒ししなかったが、それは或る現象その他ある事質に基づいて附せられたものも無いではないが、その名によって遊に作爲されたものも存するであらうし、又supernatural birth設話のすべてがその時々に新たに現れたものでだく、その例は愿めて多くとも。その大都分は低にこれに先立って生じた設話のあるものに。象少の改愛を加くだり、調色を施したりして踏襲したものであることは明かである。また、原効的宗数思想の考究上から異味あることと思はれるのは、最初に毒げた「詩題と大雅、生民籍日遂難について『生民如何、哀麗真配·。がが。調子」とあるもので、をれは克く屋り配っでチ無をを較ったといふ意いあり、子を得る事の支障となる。evispiritを除いた上で赛の武敏を腰んでチを得たのである。面して、この夢賞と願合して考へるのは前に開れた『北周書』及び『北史』高琳傅であって、形こそ異れ、これも酒水に破製して妊額を阻害するevispiritを献って後に慎疑の由因たる浮察の精を得たとするので、これまた極めて興離聪きを覺えぶのであるが、さうした思想と露購してなに考ふべき一例がある。それは前に光の能に離げた『警五代史』の後唐の武皇記に「較麗之際、母親を者意タ、族人要襲、市、察于層門一過、請更一者日、非言警所真、可監師産事：部人八技甲持，能，警，証装一躍，馬大喉、頭所，居三周雨止与族人如兵数一果無、遂而生」とあるもので、これは恐らく難康を何等かdeminの類の所織とする思想に由来を緊ぐ設脂で、出産に眼らず。かやうが痛合原始員族の間に往々にある武具を持ち、また設証を以て噴嗓してその由因をな+demon， evil spirit 繼しょうとする習俗で、かくして容易に生子を得たといふのであって。この一壶を以ってしてもなほよく漢民の原始宗数思想の全親を斑ひ知るに足るものがあらへ。更にまた各時代を通じて見るとこの強の設話が、例へば唐代に比較的に乏しく、来代に垂膚であるといふやな事や、唐代には出生総話には乏しいが、宿王と離と闘係づけた診脂は見出されるといふやうな事やは。その時代時代の思潮なり風間なりと闘勝して解器を下し終ることに相遠ないが、自信ある訟明がつき難いので、自己の浅学をかこちつム、このたびはそれに言及することは差控へることとした。


